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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１対多サービスデータを無線通信システムで実行する物理チャネルの有効性を伝送する
方法であって、該方法は、
　少なくとも１つのセルの該物理チャネルの設定情報の有効性タイミングを引き出すため
の有効性情報を含むメッセージを生成することと、
　該少なくとも１つのセルを介して移動端末に該メッセージを伝送することと
　を含み、
　該有効性情報は、システムフレーム数（ＳＦＮ）の最下位ビットに基づいており、
　該物理チャネルは、Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｃｏｍｍｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｈｙｓｉ
ｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＳＣＣＰＣＨ）であり、
　該有効性情報は、１対多サービスのための１対多アクティブ化時間であり、
　該有効性情報は、該設定情報が有効になることを開始するタイミングを定めている、方
法。
【請求項２】
　前記１対多サービスデータは、マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービ
ス（ＭＢＭＳ）データを含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記少なくとも１つのセルは、制御セルをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
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　前記少なくとも１つのセルは、隣接セルを含む、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記メッセージは、前記制御セルを介して伝送される、請求項３に記載の方法。
【請求項６】
　前記メッセージは、ＭＢＭＳ（マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービ
ス）１対多制御チャネル（ＭＣＣＨ）上で伝送された、ＭＢＭＳ修正サービス情報（ＭＳ
Ｉ）、あるいは、ＭＢＭＳ未修正サービス情報（ＵＳＩ）メッセージである、請求項１に
記載の方法。
【請求項７】
　前記メッセージは、前記設定情報が有効になる修正タイミングを定める、請求項１に記
載の方法。
【請求項８】
　前記メッセージは、前記設定情報が有効になる修正タイミングの開始に関する時間オフ
セットを定める、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記メッセージは、フレームの数を表す数との前記時間オフセット、あるいは、伝送時
間間隔ＴＴＩ（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｔｉｍｅ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ）を定める、請
求項８に記載の方法。
【請求項１０】
　前記有効性情報は、現在有効な設定情報および次の有効な設定情報を含む、請求項１に
記載の方法。
【請求項１１】
　前記現在有効な設定情報および前記次の有効な設定情報は、有効性タイミングの開始と
有効性タイミングの終了とにそれぞれ関連している、請求項１０に記載の方法。
【請求項１２】
　無線通信システムの移動端末によって物理チャネルの構成を適合する方法であって、該
方法は、
　少なくとも１つのセルの該物理チャネルの設定情報の有効性タイミングを引き出すため
の有効性情報を含むメッセージを受信することと、
　該有効性情報に基づいて、該物理チャネルの該構成の使用を開始することと
　を含み、
　該有効性情報は、システムフレーム数（ＳＦＮ）の最下位ビットに基づいており、
　該物理チャネルは、Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｃｏｍｍｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｈｙｓｉ
ｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＳＣＣＰＣＨ）であり、
　該有効性情報は、１対多サービスのための１対多アクティブ化時間である、方法。
【請求項１３】
　前記１対多サービスデータは、マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービ
ス（ＭＢＭＳ）データを含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記少なくとも１つのセルは、制御セルを含む、請求項１２に記載の方法。
【請求項１５】
　前記少なくとも１つのセルは、隣接セルをさらに含む、請求項１４に記載の方法。
【請求項１６】
　前記メッセージは、制御セルを介して伝送される、請求項１４に記載の方法。
【請求項１７】
　前記メッセージは、ＭＢＭＳ（マルチメディアブロードキャストマルチキャストサービ
ス）１対多制御チャネル（ＭＣＣＨ）上で受信された、ＭＢＭＳ修正サービス情報（ＭＳ
Ｉ）、あるいは、ＭＢＭＳ未修正サービス情報（ＵＳＩ）メッセージである、請求項１２
に記載の方法。
【請求項１８】
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　前記メッセージは、前記設定情報が有効になる修正タイミングを定める、請求項１２に
記載の方法。
【請求項１９】
　前記メッセージは、前記設定情報が有効になる修正タイミングの開始に関する時間オフ
セットを定める、請求項１２に記載の方法。
【請求項２０】
　前記有効性情報は、現在有効な設定情報および次の有効な設定情報を含む、請求項１２
に記載の方法。
【請求項２１】
　前記現在有効な設定情報および前記次の有効な設定情報は、有効性タイミングの開始と
有効性タイミングの終了とにそれぞれ関連している、請求項２０に記載の方法。
【請求項２２】
　前記メッセージは、フレームの数を表す数との前記時間オフセット、あるいは、伝送時
間間隔ＴＴＩ（Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｔｉｍｅ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ）を定める、請
求項１９に記載の方法。
【請求項２３】
　無線通信システムにおいて１対多サービスデータを受信する移動端末であって、
　少なくとも１つのセルの物理チャネルの設定情報の有効性タイミングを引き出すための
有効性情報を含むメッセージを受信するように適合された受信モジュールと、
　該有効性情報に基づいて、該物理チャネルの該構成の使用を開始するように適合された
処理モジュールと
　を含み、
　該有効性情報は、システムフレーム数（ＳＦＮ）の最下位ビットに基づいており、
　該物理チャネルは、Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｃｏｍｍｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｈｙｓｉ
ｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＳＣＣＰＣＨ）であり、
　該有効性情報は、１対多サービスのための１対多アクティブ化時間である、移動端末。
【請求項２４】
　無線通信システムにおいて１対多サービスデータを提供するネットワークであって、
　少なくとも１つのセルの物理チャネルの設定情報の有効性タイミングを引き出すための
有効性情報を含むメッセージを生成するように適合された処理モジュールと、
　該少なくとも１つのセルを介して移動端末に該メッセージを伝送するように適合された
伝送モジュールと
　を含み、
　該有効性情報は、システムフレーム数（ＳＦＮ）の最下位ビットに基づいており、
　該物理チャネルは、Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｃｏｍｍｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｈｙｓｉ
ｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ（ＳＣＣＰＣＨ）であり、
　該有効性情報は、１対多サービスのための１対多アクティブ化時間であり、
　該有効性情報は、該設定情報が有効になることを開始するタイミングを定める、ネット
ワーク。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システムにおいてネットワークから移動端末に制御情報を伝送する
ことに関し、より詳しくは、物理チャネル設定の有効性を示すことに関する。
【背景技術】
【０００２】
　次の頭字語は、本発明の説明全般にわたって利用される。
【０００３】
　ＢＣＣＨ（Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ＢＣＨ（Ｂｒｏ
ａｄｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ＢＭＣ（Ｂｒｏａｄｃａｓｔ／Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　
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Ｃｏｎｔｒｏｌ）、ＣＢ（Ｃｅｌｌ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ）、ＣＣＣＨ（Ｃｏｍｍｏｎ　
Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ＣＮ（Ｃｏｒｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、ＣＲＮＣ（Ｃ
ｏｎｔｒｏｌｌｅｄ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｒｅｃｏｎｆｉｇｕｒａｔｉ
ｏｎ）、ＣＳ（Ｃｉｒｃｕｉｔ　Ｓｗｉｔｃｈｅｄ）、ＣＴＣＨ（Ｃｏｍｍｏｎ　Ｔｒａ
ｆｆｉｃ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ＤＣＣＨ（Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａ
ｎｎｅｌ）、ＤＣＨ（Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ＤＰＣＨ（Ｄｅｄｉｃａ
ｔｅｄ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ＤＰＤＳＣＨ（Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｐ
ｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ＤＳＣＨ（Ｄｏ
ｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ＤＴＣＨ（Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｔｒ
ａｆｆｉｃ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ＥＩＲ（Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ　Ｉｄｅｎｔｉｆｙ　Ｒｅ
ｇｉｓｔｅｒ）、ＦＡＣＨ（Ｆｏｒｗａｒｄ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ＦＤＤ
（Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｃｏｍｂｉｎｉｎｇ）、ＧＧＳＮ（Ｇａｔｅ
ｗａｙ　ＧＰＲＳ　Ｓｕｐｐｏｒｔ　Ｎｏｄｅ）、ＧＭＳＣ（Ｇａｔｅｗａｙ　Ｍｏｂｉ
ｌｅ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ　Ｃｅｎｔｅｒ）、ＧＰＲＳ（Ｇｅｎｅｒａｌ　Ｐａｃｋｅｔ
　Ｒａｄｉｏ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）、ＨＦＮ（Ｈｙｐｅｒ　Ｆｒａｍｅ　Ｎｕｍｂｅｒ）、
ＨＳＳ（Ｈｏｍｅ　Ｓｕｂｓｃｒｉｂｅｒ　Ｓｅｒｖｅｒ）、ＭＡＣ（Ｍｅｄｉｕｍ　Ａ
ｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）、ＭＢＭＳ（Ｍｕｌｔｉｍｅｄｉａ　Ｂｒｏａｄｃａｓｔ
／Ｍｕｌｔｉｃａｓｔ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）、ＭＣＣＨ（ＭＢＭＳ　ｐｏｉｎｔ－ｔｏ－ｍ
ｕｌｔｉｐｏｉｎｔ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ＭＧＷ（Ｍｅｄｉａ　Ｇａｔ
ｅｗａｙ）、ＭＩＢ（Ｍａｓｔｅｒ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ）、ＭＩＣＨ
（ＭＢＭＳ　Ｎｏｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ＭＳ
Ｃ（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｗｉｔｃｈｉｎｇ　Ｃｅｎｔｒｅ）、ＭＳＣＨ（ＭＢＭＳ　Ｓｃｈ
ｅｄｕｌｉｎｇ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ＭＴＣＨ（ＭＢＭＳ　ｐｏｉｎｔ－ｔｏ－ｍｕｌｔ
ｉｐｏｉｎｔ　Ｔｒａｆｆｉｃ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ＯＳＩ（Ｏｐｅｎ　Ｓｙｓｔｅｍ　
Ｉｎｔｅｒｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ）、ＰＣＣＨ（Ｐａｇｉｎｇ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａ
ｎｎｅｌ）、ＰＣＣＰＣＨ（Ｐｒｉｍａｒｙ　Ｃｏｍｍｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｈｙｓ
ｉｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ＰＣＰＩＣＨ（Ｐｒｉｍａｒｙ　Ｃｏｍｍｏｎ　Ｐｉｌｏ
ｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ＰＤＣＰ（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　
Ｐｒｏｔｏｃｏｌ）、ＰＤＳＣＨ（Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ
　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ＰＤＵ（Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）、ＰＩＣＨ（Ｐ
ａｇｉｎｇ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ＰＬＭＮ（Ｐｕｂｌｉｃ　Ｌａｎ
ｄ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、ＰＭＭ（Ｐａｃｋｅｔ　Ｍｏｂｉｌｉｔｙ　Ｍａ
ｎａｇｅｍｅｎｔ）、ＰＳ（Ｐａｃｋｅｔ　Ｓｗｉｔｃｈｅｄ）、ＰＳＴＮ（Ｐｕｂｌｉ
ｃ　Ｓｗｉｔｃｈｅｄ　Ｔｅｌｅｐｈｏｎｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、ＰｔＭ（Ｐｏｉｎｔ－
ｔｏ－ｍｕｌｔｉｐｏｉｎｔ　ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ）、ＲＡＢ（Ｒａｄｉｏ　Ａｃ
ｃｅｓｓ　Ｂｅａｒｅｒ）、ＲＡＣＨ（Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、
ＲＡＮ（Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）、ＲＡＴ（Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅ
ｓｓ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｙ）、ＲＬＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）、Ｒ
ＮＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）、ＲＮＳ（Ｒａｄｉｏ　Ｎ
ｅｔｗｏｒｋ　Ｓｕｂ－ｓｙｓｔｅｍｓ）、ＲＲＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃ
ｏｎｔｒｏｌ）、ＳＡＰ（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ａｃｅｓｓ　Ｐｏｉｎｔ）、ＳＣＣＨ（Ｓｈ
ａｒｅｄ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ＳＣＣＰＣＨ（Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｃ
ｏｍｍｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）、ＳＤＵ（Ｓｅｒｖ
ｉｃｅ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ）、ＳＦＮ（Ｓｙｓｔｅｍ　Ｆｒａｍｅ　Ｎｕｍｂｅｒ）、
ＳＧＳＮ（Ｓｅｒｖｉｎｇ　ＧＰＲＳ　Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｎｏｄｅ）、ＳＩＢ（Ｓｙｓｔ
ｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ）、ＳＮ（Ｓｅｑｕｅｎｃｅ　Ｎｕｍｂｅｒ
）、ＳＲＮＣ（Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）
、ＴＤＤ（Ｔｉｍｅ－Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌｅｘｉｎｇ）、ＴＴＩ（Ｔｒａｎｓｍ
ｉｓｓｉｏｎ　Ｔｉｍｅ　Ｉｎｔｅｒｖａｌ）、ＵＥ（Ｕｓｅｒ　Ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）
、ＵＴＲＡＮ（ＵＭＴＳ　Ｔｅｒｒｅｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ）、Ｗ－
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ＣＤＭＡ（ｗｉｄｅｂａｎｄ　ｃｏｄｅ　ｄｉｖｉｓｉｏｎ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ　ａｃｃ
ｅｓｓ）。
【０００４】
　最近、移動通信システムが非常に発達してきたが、大容量データ通信サービスにおいて
は、移動通信システムの性能が従来の有線通信システムの性能に至っていない。これによ
り、大容量データ通信を可能にする通信システムであるＩＭＴ－２０００の技術的発達が
行われ、このような技術を標準化するための努力が様々な国や組織間で活発に行われてい
る。
【０００５】
　ＵＭＴＳ（Ｕｎｉｖｅｒｓａｌ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｔｅｌｅｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ
ｓ　Ｓｙｓｔｅｍ）は、欧州標準であるＧＳＭ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｓｙｓｔｅｍ　ｆｏｒ　
Ｍｏｂｉｌｅ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎｓ）から進化した第３世代移動通信システム
であり、ＧＳＭコアネットワークとＷＣＤＭＡ（Ｗｉｄｅｂａｎｄ　Ｃｏｄｅ　Ｄｉｖｉ
ｓｉｏｎ　Ｍｕｌｔｉｐｌｅ　Ａｃｃｅｓｓ）無線接続技術を基盤としてより向上した無
線通信サービスの提供を目標とする。
【０００６】
　ＵＭＴＳ技術の標準化作業のために１９９８年１２月にヨーロッパのＥＴＳＩ、日本の
ＡＲＩＢ／ＴＴＣ、米国のＴ１、及び韓国のＴＴＡなどは、第３世代移動体通信システム
の標準化プロジェクト（Ｔｈｉｒｄ　Ｇｅｎｅｒａｔｉｏｎ　Ｐａｒｔｎｅｒｓｈｉｐ　
Ｐｒｏｊｅｃｔ：　３ＧＰＰ）というプロジェクトを構成し、現在もＵＭＴＳ技術の詳細
な標準仕様（Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ）を作成中である。
【０００７】
　ＵＭＴＳの効果的で迅速な技術開発のために、３ＧＰＰでは、ネットワーク構成要素と
これらの動作の独立性を考慮して、ＵＭＴＳの標準化作業を５つの技術規格グループ（Ｔ
ｅｃｈｎｉｃａｌ　Ｓｐｅｃｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｇｒｏｕｐｓ：　ＴＳＧ）に分けて進
めている。
【０００８】
　各ＴＳＧは、関連したエリア内で標準規格の開発、承認、及びその管理を担当するが、
そのうち、無線アクセスネットワーク（Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ：　
ＲＡＮ）グループ（ＴＳＧ　ＲＡＮ）は、ＵＭＴＳにおいてＷＣＤＭＡ接続技術をサポー
トするための新しい無線アクセスネットワークであるＵＴＲＡＮ（ＵＭＴＳ　Ｔｅｒｒｅ
ｓｔｒｉａｌ　Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）の機能、要求事項、及びイ
ンタフェースに関する規格を開発する。
【０００９】
　図１は、一般のＵＭＴＳの基本的なネットワークの構造を示す図である。図１に示すよ
うに、前記ＵＭＴＳは、端末又は使用者装置（ＵＥ）１０、ＵＴＲＡＮ１００、及びコア
ネットワーク（ＣＮ）２００から構成される。
【００１０】
　前記ＵＴＲＡＮ１００は、１つ以上の無線ネットワークサブシステム（Ｒａｄｉｏ　Ｎ
ｅｔｗｏｒｋ　Ｓｕｂｓｙｓｔｅｍｓ：ＲＮＳ）１１０、１２０から構成される。各ＲＮ
Ｓ１１０、１２０は、無線ネットワーク制御装置（Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｃｏｎ
ｔｒｏｌｌｅｒ：ＲＮＣ）１１１、並びにＩｕｂインタフェースを介して前記ＲＮＣ１１
１により管理される複数の基地局もしくはＮｏｄｅ　Ｂ１１２、１１３を含む。前記ＲＮ
Ｃ１１１は、無線リソースの割り当て及び管理を担当し、前記コアネットワーク２００と
のアクセスポイントの役割を果たす。前記ＲＮＣ１１１は、Ｉｕｂインタフェースで互い
に接続される。
【００１１】
　各Ｎｏｄｅ　Ｂ１１２、１１３は、アップリンクを介して端末の物理層により伝送され
た情報を受信し、ダウンリンクを介して前記端末にデータを転送する。各Ｎｏｄｅ　Ｂ１
１２、１１３は、端末のためのＵＴＲＡＮのアクセスポイントの役割を果たす。各Ｎｏｄ
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ｅ　Ｂ１１２、１１３は、１つ又は複数のセルを制御し、１つのセルは、所定周波数上で
所定地理的領域を管理する。
【００１２】
　前記ＵＴＲＡＮ１００の主要機能は、前記端末とコアネットワーク２００間の通信のた
めに無線接続ベアラ（Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｂｅａｒｅｒ：ＲＡＢ）を構成して維
持することである。前記コアネットワーク２００は、エンドツーエンドサービス品質（Ｑ
ｕａｌｉｔｙ　ｏｆ　Ｓｅｒｖｉｃｅ：　ＱｏＳ）要求事項をＲＡＢに申請し、該当ＲＡ
Ｂは、コアネットワーク２００が設定したＱｏＳ要求事項をサポートする。従って、前記
ＵＴＲＡＮ１００は、ＲＡＢを構成して維持することにより、エンドツーエンドＱｏＳ要
求事項を満たすことができる。前記ＲＡＢサービスは、Ｉｕベアラサービスと無線ベアラ
サービスにさらに分類される。前記Ｉｕベアラサービスは、前記ＵＴＲＡＮ１００とコア
ネットワーク２００との間の境界ノードにおける使用者データの信頼できる伝送をサポー
トする。
【００１３】
　前記コアネットワーク２００は、互いに接続されて回線交換（Ｃｉｒｃｕｉｔ　Ｓｗｉ
ｔｃｈｅｄ：ＣＳ）サービスをサポートする移動交換局（Ｍｏｂｉｌｅ　Ｓｗｉｔｃｈｉ
ｎｇ　Ｃｅｎｔｅｒ：ＭＳＣ）２１０及びメディアゲートウェイ（ＭＧＷ）２２０、並び
に互いに接続されてパケット交換（Ｐａｃｋｅｔ　Ｓｗｉｔｃｈｅｄ：ＰＳ）サービスを
サポートするサービングＧＰＲＳサポートノード（ＳＧＳＮ）２３０及びゲートウェイＧ
ＰＲＳサポートノード２４０を備える。
【００１４】
　特定端末に提供されるサービスは、回線交換（ＣＳ）サービスとパケット交換（ＰＳ）
サービスとに大別される。例えば、一般的な音声通話サービスは回線交換サービスであり
、インターネット接続によるウェブブラウジングサービスはパケット交換サービスに分類
される。
【００１５】
　ネットワーク構成要素間には多様なタイプのインタフェースが存在し、相互通信時に前
記ネットワーク構成要素間の情報の送受信を可能にする。前記ＲＮＣ１１１とコアネット
ワーク２００間のインタフェースはＩｕインタフェースと定義される。各ＲＮＣは、前記
Ｉｕインタフェースでコアネットワーク２００と接続される。特に、パケット交換システ
ムの場合、前記ＲＮＣ１１１とコアネットワーク２００間のＩｕインタフェースを「Ｉｕ
－ＰＳ」と定義し、回線交換システムの場合、前記ＲＮＣ１１１とコアネットワーク２０
０間のＩｕインタフェースを「Ｉｕ－ＣＳ」と定義する。
【００１６】
　前記ＣＳサービスをサポートする場合、前記ＲＮＣ１１１は、前記コアネットワーク２
００のＭＳＣ２１０に接続され、前記ＭＳＣ２１０は、インタフェースＮｂで他のネット
ワークとの接続を管理するＭＧＷ２２０に接続される。前記ＭＧＷ２２０は、ＰＳＴＮ（
Ｐｕｂｌｉｃ　Ｓｗｉｔｃｈｅｄ　Ｔｅｌｅｐｈｏｎｙ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）と接続された
ＲＡＮ（Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）間でコーデックを利用するために
ＰＳＴＮと接続される。前記ＰＳサービスをサポートする場合、前記ＲＮＣ１１１は、前
記コアネットワーク２００のＳＧＳＮ２３０及びＧＧＳＮ２４０に接続される。前記ＳＧ
ＳＮ２３０は、前記ＲＮＣ１１１へのパケット通信をサポートし、前記ＧＧＳＮ２４０は
、インタフェースＧｉを介してインターネットのような他のパケット交換ネットワークと
の接続を管理する。前記ＧＧＳＮ２４０は、異なるＲＡＢへのデータフローのルーティン
グ、課金、及び分離を担当する。前記ＳＧＳＮは、ＧＳインタフェースを介してＭＳＣと
接続され、ＧＮインタフェースを介してＧＧＳＮと接続される。前記ＳＧＳＮ２３は、Ｅ
ＩＲ及びＨＳＳ（図示せず）にそれぞれのインタフェースを介して接続される。前記ＭＳ
Ｃ２１０は、それぞれのインタフェースによりＥＩＲ及びＨＳＳと接続される。前記ＭＧ
Ｗ２２０は、インタフェースにより前記ＨＳＳと接続される。前記ＧＧＳＮ２４０は、イ
ンタフェースによりＨＳＳに接続され、前記ＥＩＲは、ネットワーク上で使用が許可され
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ている、又は許可されていないモバイルのリストを管理する。前記ＨＳＳは、ユーザの加
入データを管理する。
【００１７】
　図２は、３ＧＰＰ無線接続ネットワーク標準に準拠した端末とＵＴＲＡＮ間の無線イン
タフェースプロトコルの構造を示す。
【００１８】
　図２に示すように、前記無線インタフェースプロトコルは、水平的には物理層と、デー
タリンク層と、ネットワーク層とから構成され、垂直的にはユーザデータの転送のための
ユーザプレーン（Ｕｓｅｒ　Ｐｌａｎｅ：　Ｕ－ｐｌａｎｅ）と、制御情報の転送のため
の制御プレーン（Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｌａｎｅ：　Ｃ－ｐｌａｎｅ）とから構成される。
【００１９】
　前記ユーザプレーンは、音声やＩＰパケットのようなユーザのトラヒック情報を取り扱
う領域であり、前記制御プレーンは、ネットワークのインタフェース、呼の維持及び管理
などに関する制御情報を取り扱う領域である。
【００２０】
　図２のプロトコル層は、開放型システム間相互接続（Ｏｐｅｎ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｉｎｔ
ｅｒｃｏｎｎｅｃｔｉｏｎ：　ＯＳＩ）参照モデルの下位３層に基づいて第１層Ｌ１、第
２層Ｌ２、第３層Ｌ３に区分される。以下、各層を詳細に説明する。
【００２１】
　第１層Ｌ１、すなわち、物理層は、多様な無線伝送技術を利用して上位層に情報転送サ
ービス（Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｔｒａｎｓｆｅｒ　Ｓｅｒｖｉｃｅ）を提供し、上位
層である媒体アクセス制御（Ｍｅｄｉａ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｏｎｔｒｏｌ：　ＭＡＣ）層
にトランスポートチャネル（Ｔｒａｎｓｐｏｒｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ）で接続される。前記
トランスポートチャネルで前記ＭＡＣ層と物理層との間にデータが送受信される。
【００２２】
　第２層Ｌ２は、ＭＡＣ層、無線リンク制御（Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ：
　ＲＬＣ）層、ブロードキャスト／マルチキャスト制御（Ｂｒｏａｄｃａｓｔ／Ｍｕｌｔ
ｉｃａｓｔ　Ｃｏｎｔｒｏｌ：ＢＭＣ）層、パケットデータコンバージェンスプロトコル
（Ｐａｃｋｅｔ　Ｄａｔａ　Ｃｏｎｖｅｒｇｅｎｃｅ　Ｐｒｏｔｏｃｏｌ：ＰＤＣＰ）層
を含む。
【００２３】
　前記ＭＡＣ層は、論理チャネルとトランスポートチャネル間のマッピングを管理する。
前記ＭＡＣ層は、無線リソースの割り当て及び再割り当てのためのＭＡＣパラメータの割
り当てサービスを提供し、上位層であるＲＬＣ層と論理チャネルで接続される。
【００２４】
　転送情報の種類によって多様な論理チャネルが提供される。一般に、制御プレーンの情
報を転送する場合は制御チャネルｃｔｒｌが利用され、ユーザプレーンの情報を転送する
場合はトラヒックチャネルが利用される。論理チャネルは、その論理チャネルを共有して
いるか否かによって共通チャネル（Ｃｏｍｍｏｎ　Ｃｈａｎｎｅｌ）又は専用チャネル（
Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ）になる。前記論理チャネルは、専用トラヒックチ
ャネル（Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｔｒａｆｆｉｃ　Ｃｈａｎｎｅｌ：　ＤＴＣＨ）、専用制
御チャネル（Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ：　ＤＣＣＨ）、共
通トラヒックチャネル（Ｃｏｍｍｏｎ　Ｔｒａｆｆｉｃ　Ｃｈａｎｎｅｌ：　ＣＴＣＨ）
、共通制御チャネル（Ｃｏｍｍｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ：　ＣＣＣＨ）、
ブロードキャスト制御チャネル（Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ
：　ＢＣＣＨ）、並びにページング制御チャネル（Ｐａｇｉｎｇ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈ
ａｎｎｅｌ：　ＰＣＣＨ）もしくはＳＨＣＣＨ（Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ　Ｃｏｎ
ｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を含む。前記ＢＣＣＨは、システムにアクセスするために、
端末が活用する情報を含む情報を提供する。前記ＰＣＣＨは、端末にアクセスするために
ＵＴＲＡＮによって使用される。
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【００２５】
　ＭＢＭＳ（又は、ＭＢＭＳサービス）とは、１対多（Ｐｏｉｎｔ－ｔｏ－ｍｕｌｔｉｐ
ｏｉｎｔ）無線ベアラ及び１対１（Ｐｏｉｎｔ－ｔｏ－ｐｏｉｎｔ）無線ベアラの少なく
とも１つを活用するダウンリンク専用ＭＢＭＳ無線ベアラを利用して複数のＵＥにストリ
ーミング又はバックグラウンドサービスを提供する方法をいう。ＭＢＭＳは、この仕様書
のＲｅｌｅａｓｅ　６のＵＭＴＳ標準に記載されているものであり、１対多伝送、選択結
合（ｓｅｌｅｃｔｉｖｅ　ｃｏｍｂｉｎｉｎｇ）、及び１対多ベアラと１対１ベアラ間の
伝送モード選択などのＵＴＲＡで最適化されたＭＢＭＳベアラサービス伝送のための技術
が記載されている。これは、同一のコンテンツが複数のユーザに伝送されるときに無線リ
ソースを節約するために利用され、テレビのようなサービスを可能にする。１つのＭＢＭ
Ｓサービスは、１つ以上のセッションを含み、ＭＢＭＳデータは、セッション中にのみＭ
ＢＭＳ無線ベアラを介して複数の端末に伝送される。
【００２６】
　ＭＢＭＳは、その名称から分かるように、ブロードキャストモード又はマルチキャスト
モードで行われる。前記ブロードキャストモードは、ブロードキャスト領域、例えば、ブ
ロードキャストサービスが利用可能なドメイン内の全てのＵＥにマルチメディアデータを
送信するためのモードである。前記マルチキャストモードは、マルチキャスト領域、例え
ば、マルチキャストサービスが利用可能なドメイン内の特定ＵＥグループにマルチメディ
アデータを送信するためのモードである。
【００２７】
　ＭＢＭＳの目的のために、トラヒック及び制御チャネルがさらに存在する。例えば、Ｍ
ＣＣＨ（ＭＢＭＳ　ｐｏｉｎｔ－ｔｏ－ｍｕｌｔｉｐｏｉｎｔ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｃｈａ
ｎｎｅｌ）を使用してＭＢＭＳ制御情報を伝送し、ＭＴＣＨ（ＭＢＭＳ　ｐｏｉｎｔ－ｔ
ｏ－ｍｕｌｔｉｐｏｉｎｔ　Ｔｒａｆｆｉｃ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を使用してＭＢＭＳサー
ビスデータを伝送し、ＭＳＣＨを使用してスケジューリング情報を伝送する。ＭＣＣＨス
ケジュールは、全てのサービスに共通する。
【００２８】
　異なる論理チャネルのリストを下記のように示すことができる。
【００２９】
　制御チャネルＣＣＨ：ＢＣＣＨ、ＰＣＣＨ、ＤＣＣＨ、ＣＣＣＨ、ＳＨＣＣＨ、及びＭ
ＣＣＨ
　トラフィックチャネルＴＣＨ：ＤＴＣＨ、ＣＴＣＨ、及びＭＴＣＨ
　前記ＭＡＣ層は、トランスポートチャネルにより物理層と接続され、管理するトランス
ポートチャネルの種類によってＭＡＣ－ｂサブレイヤ、ＭＡＣ－ｄサブレイヤ、ＭＡＣ－
ｃ／ｓｈサブレイヤ、ＭＡＣ－ｈｓサブレイヤに区分される。
【００３０】
　前記ＭＡＣ－ｂサブレイヤは、システム情報のブロードキャストを担当するトランスポ
ートチャネルであるブロードキャストチャネル（Ｂｒｏａｄｃａｓｔ　Ｃｈａｎｎｅｌ：
　ＢＣＨ）を管理する。前記ＭＡＣ－ｄサブレイヤは、特定端末機のための専用トランス
ポートチャネルである専用チャネル（Ｄｅｄｉｃａｔｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ：　ＤＣＨ）
を管理する。従って、ＵＴＲＡＮのＭＡＣ－ｄサブレイヤは、該当端末を管理するＳＲＮ
Ｃ（Ｓｅｒｖｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌｌｅｒ）に位置し、
１つのＭＡＣ－ｄサブレイヤが各端末内に存在する。
【００３１】
　前記ＭＡＣ－ｃ／ｓｈサブレイヤは、複数の端末機と共有するフォワードアクセスチャ
ネル（Ｆｏｒｗａｒｄ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ：　ＦＡＣＨ）もしくはダウンリ
ンク共有チャネル（Ｄｏｗｎｌｉｎｋ　Ｓｈａｒｅｄ　Ｃｈａｎｎｅｌ：　ＤＳＣＨ）の
ような共通トランスポートチャネル、又はアップリンクでＲＡＣＨ（Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃ
ｅｓｓ　Ｃｈａｎｎｅｌ）を管理する。ＵＴＲＡＮにおいて、前記ＭＡＣ－ｃ／ｓｈサブ
レイヤは、ＣＲＮＣ（Ｃｏｎｔｒｏｌｌｉｎｇ　Ｒａｄｉｏ　Ｎｅｔｗｏｒｋ　Ｃｏｎｔ
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ｒｏｌｌｅｒ）内に位置する。前記ＭＡＣ－ｃ／ｓｈサブレイヤがセル領域内の全ての端
末が共有しているチャネルを管理するので、各セル領域内には１つのＭＡＣ－ｃ／ｓｈサ
ブレイヤが存在する。また、１つのＭＡＣ－ｃ／ｓｈサブレイヤは、各端末（ＵＥ）にも
存在する。ＭＡＣ－ｍサブレイヤは、前記ＭＢＭＳデータを管理する。
【００３２】
　図３は、ＵＥの観点から論理チャネルとトランスポートチャネル間の可能なマッピング
を示し、図４は、ＵＴＲＡＮの観点から論理チャネルとトランスポートチャネル間の可能
なマッピングを示す。
【００３３】
　前記ＲＬＣ層は、信頼性のあるデータの伝送をサポートし、上位層から伝送された複数
のＲＬＣサービスデータユニット（Ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ：ＳＤＵ）の分
割及び連結機能を果たす。上位層から前記ＲＬＣ　ＳＤＵを受信すると、前記ＲＬＣ層は
、処理容量に応じた適切な方法によってそれぞれのＲＬＣ　ＳＤＵのサイズを調節した後
、ヘッダ情報を加えて所定のデータユニットを生成する。前記生成されたデータユニット
は、プロトコルデータユニット（Ｐｒｏｔｏｃｏｌ　Ｄａｔａ　Ｕｎｉｔ：ＰＤＵ）と呼
ばれ、論理チャネルで前記ＭＡＣ層に伝送される。前記ＲＬＣ層は、前記ＲＬＣ　ＳＤＵ
及び／又はＲＬＣ　ＰＤＵを保存するためのＲＬＣバッファを含む。
【００３４】
　ＢＭＣ層は、前記コアネットワークから受信されたセルブロードキャスト（Ｃｅｌｌ　
Ｂｒｏａｄｃａｓｔ：　ＣＢ）メッセージをスケジューリングし、前記ＣＢメッセージを
特定セルに位置するＵＥにブロードキャストする。ＵＴＲＡＮのＢＭＣ層は、上位層から
受信されたＣＢメッセージに、メッセージＩＤ、シリアルナンバー、符号化方式（ｃｏｄ
ｉｎｇ　ｓｃｈｅｍｅ）などの情報を加えてＢＭＣメッセージを形成した後、ＲＬＣ層に
伝送する。前記ＢＭＣメッセージは、論理チャネルであるＣＴＣＨ（Ｃｏｍｍｏｎ　ｔｒ
ａｆｆｉｃ　ｃｈａｎｎｅｌ）でＲＬＣ層からＭＡＣ層に伝送される。前記ＣＴＣＨは、
トランスポートチャネルであるＦＡＣＨにマッピングされ、前記ＦＡＣＨは、物理チャネ
ルであるＳ－ＣＣＰＣＨ（Ｓｅｃｏｎｄａｒｙ　ｃｏｍｍｏｎ　ｃｏｎｔｒｏｌ　ｐｈｙ
ｓｉｃａｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）にマッピングされる。
【００３５】
　ＲＬＣ層の上位層であるパケットデータコンバージェンスプロトコル（ＰＤＣＰ）層は
、ＩＰｖ４やＩＰｖ６のようなネットワークプロトコルで伝送されるデータを相対的に狭
い帯域幅を有する無線インタフェース上で効率的に伝送するために使用される。このため
に、前記ＰＤＣＰ層は、有線ネットワークにおいて使用される不必要な制御情報を減らす
機能を果たし、この機能をヘッダ圧縮と言う。
【００３６】
　無線リソース制御（Ｒａｄｉｏ　Ｒｅｓｏｕｒｃｅ　Ｃｏｎｔｒｏｌ：ＲＲＣ）層は、
第３層Ｌ３の最下部に位置し、制御プレーンにおいてのみ定義される。前記ＲＲＣ層は、
無線ベアラ（Ｒａｄｉｏ　Ｂｅａｒｅｒ：　ＲＢ）の設定、再設定、及び解除に関連して
論理チャネル、トランスポートチャネル及び物理チャネルの制御を担当する。前記無線ベ
アラサービスは、端末とＵＴＲＡＮ間のデータ伝送のために第２層Ｌ２により提供される
サービスである。一般に、無線ベアラの設定とは、特定データサービスの提供のために必
要なプロトコル層とチャネルの特性を規定し、前記サービスに対する具体的なパラメータ
及び動作方法を設定する過程を意味する。また、前記ＲＲＣは、前記無線接続ネットワー
クにおけるユーザの移動性及びロケーションサービスなどの付加サービスを管理する。
【００３７】
　無線ベアラとトランスポートチャネル間のマッピングが異なる可能性が常に成立するわ
けではない。ＵＥ／ＵＴＲＡＮは、ＵＥの状態やＵＥ／ＵＴＲＡＮが現在行っている過程
によって可能なマッピングを推定する。異なる状態やモードについての説明は、次の通り
である。
【００３８】



(10) JP 4601702 B2 2010.12.22

10

20

30

40

50

　異なるトランスポートチャネルは、異なる物理チャネルにマッピングされる。例えば、
ＲＡＣＨトランスポートチャネルは所定のＰＲＡＣＨに、ＤＣＨはＤＰＣＨに、ＦＡＣＨ
及びＰＣＨはＳ－ＣＣＰＣＨに、ＤＳＣＨはＰＤＳＣＨにマッピングできる。物理チャネ
ルの設定は、ＲＮＣとＵＥ間のＲＲＣシグナル交換により行われる。
【００３９】
　下記の説明においては、ＭＴＣＨを伝送するＳ－ＣＣＰＣＨの開始及び再構成について
記述する。サービスの中断は、特定再構成とみなされる。すなわち、Ｓ－ＣＣＰＣＨは、
ヌル設定を有する。
【００４０】
　従来の技術によると、ＵＥがＰｔＭモードで伝送されたサービスの設定を読み取ると、
前記ＵＥは、直ちにこの設定が有効であるとみなす。前記ＵＥは、次の２つのメッセージ
、すなわち、ＭＢＭＳ未修正サービス情報（ＭＢＭＳ　Ｕｎｍｏｄｉｆｉｅｄ　ｓｅｒｖ
ｉｃｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）メッセージ又はＭＢＭＳ修正サービス情報（ＭＢＭＳ
　Ｍｏｄｉｆｉｅｄ　ｓｅｒｖｉｃｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）のうちの１つによりア
クティブなサービスのリストを受信する。このようなメッセージは、このサービスを受信
しようとするＵＥが特定動作を行わなければならないことを示すが、例えば、集計（ｃｏ
ｕｎｔｉｎｇ）目的のための情報取得、ＰｔＭ無線ベアラの設定に関する情報取得、ＰＭ
Ｍ接続設定、ＰｔＭ無線ベアラ受信中断などの動作である。ネットワーク面で、前記設定
が所定サービスに対して変更される場合、ＵＥがＰｔＭ無線ベアラの設定に関する情報を
取得しなければならないことを示す前記ＭＢＭＳ修正サービス情報メッセージにより予め
１つの修正周期中にＭＣＣＨ上に新しい設定を示すことにより、前記ＵＥが初期から前記
再設定されたチャネルを受信することができる。従って、ＵＥが考慮する設定とネットワ
ークによるその効果的利用間には遅延が発生する。
【００４１】
　図１０は、１つのセルの設定プロトコルを示す。この場合、サービスは現在のセル（前
記現在のセルは、制御セル、すなわち、ＵＥによりＭＣＣＨが考慮されるセルである）で
開始し、いずれの設定問題も発生しない。実際に、ＭＴＣＨとＭＣＣＨ間のタイミングオ
フセット（ＭＩＣＨ及びＭＣＣＨが異なるＳ－ＣＣＰＣＨにマッピングされるときの異な
るタイミングオフセットにより発生する）は変化しない。しかし、ＭＣＣＨの修正周期が
ＭＴＣＨを伝送するＳ－ＣＣＰＣＨのフレーム境界に完全に整合されていないとき、どの
フレームを考慮するかが明確でない。
【００４２】
　図１１に示す進行中の再設定は、より多くの問題が発生する。修正周期１（Ｍｏｄｉｆ
ｉｃａｔｉｏｎ　Ｐｅｒｉｏｄ　１）中に、セルＡのサービスＳのＰｔＭ設定Ｓ１が未修
正サービスとしてＭＣＣＨで伝送される。同時に、前記サービスＳは、前記設定Ｓ１を有
して前記セルＡに伝送される。ＵＴＲＡＮは、前記設定をＳ１からＳ２に変更しようとす
る。従って、ＵＴＲＡＮは、修正周期２中にＭＣＣＨでサービスＳを伝送するＳ－ＣＣＰ
ＣＨの新しい設定Ｓ２を修正されたサービスとしてブロードキャストする。前記修正周期
２中に、前記サービスＳを伝送するＭＴＣＨは、依然として設定Ｓ１を利用する。しかし
、修正周期２中に所定フレームにおいて、ＵＥは、設定Ｓ２の使用を開始する。修正周期
３で、前記設定Ｓ２を未修正サービスとしてブロードキャストするためにＭＣＣＨが利用
される。従って、修正周期３が開始するまで、ＵＥは、ＭＣＣＨに対して誤った設定を利
用する。
【００４３】
　再設定が進行中で、かつＵＥは新しい設定がＭＣＣＨでブロードキャストされる修正周
期２中に前記ＭＣＣＨの受信を開始する場合、前記ＵＥは、現在の修正周期中には前記Ｍ
ＴＣＨの設定について認知できない。また、前記ＵＥは、この周期中にＭＴＣＨを正確に
受信することもできない。
【００４４】
　範囲拡大のために、異なるセル間に位置するＵＥは、同時に異なるセルから同一のＭＢ
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ＭＳサービスを受信することができ、図９に示すように、受信された情報を結合すること
もできる。この場合、ＵＥは、ＵＥが選択した１つの制御セルからＭＣＣＨを読み取る。
このようなセルを本発明の以下では制御セルという。
【００４５】
　従来の技術において、このようなセルのＭＣＣＨ整合に対する制限が存在しない。これ
は、隣接セル（例えば、制御セルと前記制御セルの隣接セルのうちの１つ）のＭＣＣＨの
修正周期が異なることを意味し、また、隣接セルでの各修正周期の開始が異なることを意
味する。これは、異なるＮｏｄｅＢのクロックドリフト（ｃｌｏｃｋ　ｄｒｉｆｔ）によ
って自然に発生するが、例えば、１つのＮｏｄｅＢは、他のＮｏｄｅＢより早く進む。
【００４６】
　ＭＩＣＨ伝送に対する異なるサービス間の同期化を維持するために、最も遅いＮｏｄｅ
　Ｂと最も進んだＮｏｄｅ　Ｂ間の時間差が１つのＴＴＩを超える場合、図１２に示すよ
うに、時々空の（ｅｍｐｔｙ）ＴＴＩを挿入することによりＳ－ＣＣＰＣＨのスケジュー
リングを管理するＲＮＣにより２つのＮｏｄｅ　Ｂ間のクロックドリフトが容易に調節で
きる。しかし、ＭＣＣＨの修正周期の同期化は、容易に解決されない。これは、ＭＣＣＨ
伝送のスケジューリングが各セルのＳＦＮ（ＢＣＨでブロードキャストされる）と関連が
あるためである。
【００４７】
　隣接セルでサービスの設定が変更されると、このような変更は、前記隣接セルのＭＣＣ
Ｈの修正周期と同調する。しかし、前記隣接セルの修正周期は、ＵＥが現在のＭＣＣＨを
読み取っているセルの修正周期と必ずしも同調するわけではない。これは、ＵＥが隣接セ
ルのサービス設定の変更に関する情報を受信する場合、前記隣接セルのオフセット（及び
修正周期）が同調しないので、このような変更がアクティブとなる時期を判断する手段が
ないということである。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【００４８】
　従って、隣接セルからＭＢＭＳサービスを受信するユーザ装置のためにサービス再設定
タイミングを改善する方法が要求されている。本発明の一態様は、前述したような従来の
問題に対する本発明者らの認知を含む。このような問題を処理するために、本発明は次の
ように提案する。
【００４９】
　本発明は、無線通信システムにおいて１対多サービスデータを伝送する制御セルと隣接
セルの物理チャネルの有効性を示す方法を提供し、前記方法は、前記チャネルそれぞれに
関する設定情報を含むメッセージを生成する段階と、各チャネルに関する設定情報の有効
性タイミングを得るための有効性情報を前記メッセージに含める段階と、前記制御セルを
介して移動端末に前記メッセージを送信する段階とを含む。
【００５０】
　前記１対多サービスデータは、ＭＢＭＳデータを含む。
【００５１】
　前記メッセージは、前記移動端末に伝送される制御セルシステムタイミングに関する隣
接セル設定有効性タイミングを含む。
【００５２】
　前記有効性情報は、制御セルＳＦＮに関するリファレンスに基づいて隣接セル設定情報
有効性タイミングを定義する。
【００５３】
　好ましくは、前記制御セルＳＦＮに関するリファレンスは、ＳＦＮ符号化の最上位ビッ
トの少なくとも１つを含まない。
【００５４】
　前記有効性情報は、前記制御チャネルのＭＣＣＨで伝送されたＭＢＭＳ修正サービス情
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報又はＭＢＭＳ未修正サービス情報制御メッセージに含まれる。
【００５５】
　前記メッセージは、設定情報が有効となり始めるときに修正周期を定義する。
【００５６】
　前記メッセージは、修正周期の開始に関するタイムオフセットを定義する。
【００５７】
　前記メッセージは、フレーム又はＴＴＩ（Ｔｉｍｅ　Ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　Ｉｎ
ｔｅｒｖａｌ）の数を示すナンバーで前記タイムオフセットを定義する。
【００５８】
　前記有効性情報は、前記隣接セルの設定情報が変更される場合、現在有効な設定情報及
び次の有効な設定情報を含む。
【００５９】
　前記現在有効な設定情報及び次の有効な設定情報は、それぞれ有効性タイミングの開始
及び終了に関連する。
【００６０】
　前記現在有効な設定情報は、このような設定を直ちに使用できることを示すフラグに関
連する。
【００６１】
　さらに、本発明は、無線通信システムにおいてユーザ装置により制御セル及び隣接セル
と設定された１対多サービスデータを伝送する物理チャネルの設定を変更する方法を提案
し、前記方法は、前記チャネルそれぞれに関する設定情報及び各チャネルに関する設定情
報の有効性タイミングを得るための有効性情報を含むメッセージを受信する段階と、前記
有効性情報に基づいて前記それぞれのチャネルの設定情報が有効になり始めるそれぞれの
タイミングを判断する段階と、前記タイミングから始まり、前記有効な設定を利用して前
記チャネルを受信する段階とを含む。
【００６２】
　前記１対多サービスデータは、ＭＢＭＳデータを含む。
【００６３】
　前記メッセージは、前記移動端末に伝送される制御セルシステムタイミングに関する隣
接セル設定有効性タイミングを含む。
【００６４】
　前記有効性情報は、制御セルＳＦＮに関するリファレンスに基づいて隣接セル設定情報
有効性タイミングを定義する。
【００６５】
　好ましくは、前記制御セルＳＦＮに関するリファレンスは、ＳＦＮ符号化の最上位ビッ
トの少なくとも１つを含まない。
【００６６】
　前記有効性情報は、前記制御チャネルのＭＣＣＨで伝送されたＭＢＭＳ修正サービス情
報又はＭＢＭＳ未修正サービス情報制御メッセージに含まれる。
【００６７】
　前記メッセージは、設定情報が有効になり始めるときに修正周期を定義する。
【００６８】
　前記メッセージは、修正周期の開始に関するタイムオフセットを定義する。
【００６９】
　前記有効性情報は、前記隣接セルの設定情報が変更される場合、現在有効な設定情報及
び次の有効な設定情報を含む。
【００７０】
　前記現在有効な設定情報及び次の有効な設定情報は、それぞれ有効性タイミングの開始
及び終了に関連する。
【００７１】
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　前記現在有効な設定情報は、このような設定を直ちに使用できることを示すフラグに関
連する。
【００７２】
　さらに、本発明は、移動装置（ｍｏｂｉｌｅ　ｅｑｕｉｐｍｅｎｔ）を提案し、前記移
動装置は、無線通信システムに属する制御セルと隣接セルから１対多サービスデータを伝
送する物理チャネルを受信して所定時点に物理チャネル設定を変更するための受信モジュ
ールと、制御セルから送信されたメッセージから前記物理チャネルに関する設定情報及び
設定有効性情報を抽出し、前記設定有効性情報に基づいて前記設定情報の有効性タイミン
グを取得し、所定時点に物理チャネル設定変更を定義する命令を生成してこれを前記受信
モジュールに提供するためのプロセシングモジュールとを含む。
【００７３】
　さらに、本発明は、無線ネットワーク制御装置を提案し、前記無線ネットワーク制御装
置は、無線通信システムにおいて１対多サービスデータを伝送すると予測され、かつ制御
セル及び隣接セルとしてそれぞれ利用されるセルの物理チャネルに関する設定情報を含む
メッセージを生成し、前記各チャネルのために得られる前記設定情報の有効性タイミング
に基づいて前記メッセージに有効性情報を含めるためのモジュールと、前記メッセージを
制御セルに提供するためのインタフェースとを含む。
【発明を実施するための最良の形態】
【００７４】
　ＲＬＣ（Ｒａｄｉｏ　Ｌｉｎｋ　Ｃｏｎｔｒｏｌ）層は第２層であり、ＲＮＣとＵＥの
論理チャネル間のデータ交換を制御するために利用される。前記ＲＬＣ層は、現在３つの
伝送モードで実現されるが、これは、透過モード、無応答モード、及び応答モードである
。このようなモードの詳細な動作は、リファレンス３ＧＰＰ　ＴＳ　２５．３２２のＲＬ
Ｃプロトコル仕様書に記述されている。前記伝送モードによって異なる機能も利用可能で
ある。
【００７５】
　前記応答モード及び無応答モードにおいて、ＳＤＵ（サービスデータユニット）は、エ
アインタフェースでの伝送のために使用される小さいプロトコルデータユニット（ＰＤＵ
）に分けられる。送信側は前記ＳＤＵをＰＤＵに分離し、受信側は前記ＰＤＵに加えられ
た制御情報に基づいて前記ＳＤＵを再構成するために前記ＰＤＵを再構築する。前記制御
情報は、例えば、ＰＤＵが損失したか否かを検出するためのＰＤＵシーケンスナンバーで
あるか、又は、ＲＬＣ　ＰＤＵ内のＳＤＵの開始／終了を示す長さインジケータ（Ｌｅｎ
ｇｔｈ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ：ＬＩ）である。
【００７６】
　前記無応答モードにおいて、受信側は、ＰＤＵを正確に伝送した送信側に確認メッセー
ジ（ｃｏｎｆｉｒｍａｔｉｏｎ）を送信せずに、前記ＰＤＵ内に含まれるシグナル情報に
基づいてＰＤＵをＳＤＵに再構築して完成したＳＤＵを上位層に伝送する。
【００７７】
　前記応答モードにおいて、前記受信側は、前記正確に受信されたＰＤＵのための応答を
伝送する。前記送信側は、損失したＰＤＵの再伝送を開始するために前記応答を使用する
。前記応答は、所定条件下で伝送される。前記受信側により受信されたＰＤＵに対する応
答の伝送を開始するためには複数のメカニズムが用いられる。どのメカニズムをアクティ
ブにするかは、標準内に定義され、かつ／又はＲＲＣシグナリングにより実現される。ス
テータスＰＤＵの伝送のためのメカニズムは、例えば、受信された最新のシーケンスナン
バーである１ずつ増加したシーケンスナンバーに該当しないシーケンスナンバーであるＰ
ＤＵの受信により、又は、前記受信側が応答（又は、「ステータス」という）が伝送され
るべきであるという指示を前記ＲＬＣ制御情報メッセージにより前記送信側から受信する
ことにより、実現される。ステータスＰＤＵを伝送するための前記送信側の指示を「ポー
リング」という。
【００７８】
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　前記送信側がポーリングビットを伝送するとき、所定時間が経過しても前記ポーリング
の伝送後の位置報告が受信されない場合、メカニズムは前記ＵＭＴＳ標準で実現される。
前記メカニズムにおいて、前記送信側は、前記ポーリングインジケータを含むＰＤＵの再
伝送を開始し、これを「タイマーポール（ｔｉｍｅｒ　ｐｏｌｌ）」という。
【００７９】
　他のメカニズムは、ＰＤＵの再伝送回数を計数する。前記再伝送が所定回数（ＭａｘＤ
ａｔ）を超えると、前記送信側は、ＡＭ　ＲＬＣモードを使用する無線ベアラの送信側と
受信側エンティティを初期状態に設定するリセット手順を開始する。前記リセット手順が
開始されると、開始エンティティは、Ｒｅｓｅｔ　ＰＤＵを終了エンティティに伝送する
。前記終了エンティティは、前記Ｒｅｓｅｔ　Ａｃｋ　ＰＤＵを伝送することにより、前
記Ｒｅｓｅｔ　ＰＤＵの受信に対して応答する。前記開始エンティティは、所定時間が経
過しても前記Ｒｅｓｅｔ　Ａｃｋ　ＰＤＵを受信しない場合、前記Ｒｅｓｅｔ　ＰＤＵを
再伝送する。前記開始エンティティは、所定量の再伝送を行っても前記Ｒｅｓｅｔ　Ａｃ
ｋ　ＰＤＵを受信しない場合、回復不能エラー（ｕｎｒｅｃｏｖｅｒａｂｌｅ　ｅｒｒｏ
ｒ）を検出する。
【００８０】
　前記一例は、機能障害がＲＬＣ　ＡＭモードのＲＬＣエンティティの動作から検出され
る状況を記述している。このような機能障害の発生可能性を検出するための他のメカニズ
ムは、予めＵＭＴＳ標準に記述されているか、新しく考案及び実現される可能性がある。
例えば、定義されていないシグナリング情報がＲＬＣ　ＰＤＵに含まれていることを検出
するか、ＵＭエンティティの受信／送信が正常に行われていないことを上位層から検出す
るＵＭモードのＲＬＣエンティティに関する検出メカニズムも考案される可能性がある。
【００８１】
　前述したように、回復不能エラーを検出する標準に定義されたメカニズムがあるが、こ
れは、遮断された（ｂｌｏｃｋｅｄ）状況や通信が切断された状況に該当する。
【００８２】
　前記ＵＥが前記標準に記述された回復不能エラーを検出すると、前記ＵＥは、ＣＥＬＬ
＿ＦＡＣＨ状態に移行してセルアップデートメッセージを前記Ｎｏｄｅ　Ｂ／ＲＮＣに送
信する。その結果、前記ＵＥは、ＩＥ（Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｅｌｅｍｅｎｔ）セル
アップデート原因（Ｃｅｌｌ　ｕｐｄａｔｅ　ｃａｕｓｅ）をＲＬＣ回復不能エラーの原
因に設定することにより、回復不能エラーが発生したことを通知する。前記ＵＥは、前記
ＩＥ　ＡＭ＿ＲＬＣエラーインジケータ（ＲＢ１、ＲＢ３、又はＲＢ４）を含むことによ
り、前記回復不能エラーがＩＤ２、３、又は４を有するシグナリング無線ベアラのうちの
１つに対して発生したことを通知する。前記ＵＥは、前記ＩＥ　ＡＭ＿ＲＬＣエラーイン
ジケータ（ＲＢ＞４）を含むことにより、前記回復不能エラーが４より大きいＩＤを有す
るＲＬＣ　ＡＭモードを使用する無線ベアラＲＢのうちの１つに対して発生したことを通
知する。次に、前記ＲＮＣは、前記セルアップデート確認（Ｃｅｌｌ　Ｕｐｄａｔａ　Ｃ
ｏｎｆｉｒｍ）メッセージを送信し、前記ＩＥ　ＲＬＣ再設定インジケータ（ＲＢ２、Ｒ
Ｂ３、及びＲＢ４）を「真」に設定することによりＩＤ２、３、及び４を有するＳＲＢに
対して前記ＲＬＣエンティティが再設定されることを通知し、かつ／又はＲＬＣ再設定イ
ンジケータ（ＲＢ５及びそれ以上）を「真」に設定することによりＲＬＣ　ＡＭモードを
使用する４以上のＩＤを有するＲＢに対して前記ＲＬＣエンティティが再設定されること
を通知する。
【００８３】
　前記ＵＭ／ＡＭ　ＲＬＣエンティティは、暗号化及び暗号解読も担当する。そのために
、送信側及び受信側のＲＬＣエンティティは、ＨＦＮ（Ｈｙｐｅｒ　Ｆｒａｍｅ　Ｎｕｍ
ｂｅｒ）及びＲＬＣ　ＳＮ（Ｓｅｑｕｅｎｃｙ　Ｎｕｍｂｅｒ）から構成されるＣＯＵＮ
Ｔ－Ｃナンバーを維持する。前記ＣＯＵＮＴ－Ｃ値は、他の情報とともにビットストリン
グを生成する数学関数への入力として用いられる。前記ビットストリングとＳＮを除いた
ＲＬＣ　ＰＤＵは、論理ＸＯＲ演算により結合されるが、これは、前記ＲＬＣ　ＰＤＵの
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データ部分の暗号化を保障する。前記ＨＦＮ値は、前記ＲＬＣ　ＳＮがラップアラウンド
（ｗｒａｐ　ａｒｏｕｎｄ）する度に（すなわち、前記ＲＬＣ　ＳＮが最大値に達して「
０」から再開するとき）増加する。前記受信側がＳＮの特定値を失った場合、又は、前記
受信されたＳＮが前記受信中に変更された場合、前記受信側と送信側におけるＣＯＵＮＴ
－Ｃが非同期化することがある。この場合、前記受信側は、前記受信された情報を正確に
解読できない。前記受信側は、異なるメカニズムにより前記解読エンティティの機能障害
を検出できる。
【００８４】
　ＲＲＣモードは、端末のＲＲＣとＵＴＲＡＮのＲＲＣ間に論理接続が存在するか否かを
示す。接続が存在すると、前記端末はＲＲＣ接続モードにあるという。接続が存在しない
と、前記端末はアイドルモードにあるという。ＲＲＣ接続モードにある端末に対してＲＲ
Ｃ接続が存在するため、ＵＴＲＡＮは、セルユニット内の特定端末が存在するか否か、例
えば、ＲＲＣ接続モードの端末がどのセル又はセルの集合にあるか、及びどの物理チャネ
ルをＵＥがリッスンしているかを判断できる。このように、端末を効果的に制御できる。
【００８５】
　これに対して、ＵＴＲＡＮは、アイドルモードにある端末の存在を判断できない。アイ
ドルモードにある端末の存在はコアネットワークによってのみ判断される。特に、前記コ
アネットワークは、ロケーションやルーティング領域のようにセルより大きい地域内にア
イドルモードの端末が存在するか否かのみを検出できる。従って、アイドルモード端末の
存在は、大きい地域内で判断される。音声やデータなどの無線通信サービスを受けるため
に、アイドルモードの端末は、ＲＲＣ接続モードに移行又は変更しなければならない。ユ
ーザ装置のモードと状態間の可能な変化については、図５に示す。ＯＳは、サービス不能
（ｏｕｔ　ｏｆ　ｓｅｒｖｉｃｅ）を示し、ＩＮは、サービス可能（ｉｎ　ｓｅｒｖｉｃ
ｅ）を示し、Ｒは、ＲＲＣ接続解除段階を示し、Ｅは、ＲＲＣ接続設定段階を示す。
【００８６】
　ＲＲＣ接続モードにあるＵＥは、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態、ＣＥＬＬ＿ＰＣＨ状態、Ｃ
ＥＬＬ＿ＤＣＨ状態、ＵＲＡ＿ＰＣＨ状態などの異なる状態となることができる。これら
以外の状態も可能である。例えば、ＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態の端末は、多様なチャネルのう
ち、ＤＣＨタイプのトランスポートチャネルをリッスンする。ＤＣＨタイプのトランスポ
ートチャネルは、所定のＤＰＣＨ、ＤＰＤＳＣＨ、又は他の物理チャネルにマッピングで
きるＤＴＣＨ及びＤＣＣＨトランスポートチャネルを含む。ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態にあ
るＵＥは、特定Ｓ－ＣＣＰＣＨにマッピングされる複数のＦＡＣＨトランスポートチャネ
ルをリッスンする。ＰＣＨ状態にあるＵＥは、特定Ｓ－ＣＣＰＣＨ物理チャネルにマッピ
ングされるＰＩＣＨチャネル及びＰＣＨチャネルをリッスンする。
【００８７】
　主なシステム情報は、Ｐ－ＣＣＰＣＨ（ｐｒｉｍａｒｙ　ｃｏｍｍｏｎ　ｃｏｎｔｒｏ
ｌ　ｐｈｙｓｉｃａｌ　ｃｈａｎｎｅｌ）にマッピングされるＢＣＣＨ論理チャネルで伝
送される。特定システム情報ブロックは、ＦＡＣＨチャネルで伝送される。前記システム
情報がＦＡＣＨで伝送されると、ＵＥは、Ｐ－ＣＣＰＣＨで受信されるＢＣＣＨ、又は専
用チャネルでＦＡＣＨの設定を受信する。システム情報がＢＣＣＨ（すなわち、Ｐ－ＣＣ
ＰＣＨ）で伝送されると、各フレーム又は２つのフレームセットにおいて、ＵＥとＮｏｄ
ｅ　Ｂ間で同一のタイミングリファレンスを共有するために利用されるＳＦＮが伝送され
る。前記Ｐ－ＣＣＰＣＨは、常にセルのプライマリスクランブル符号であるＰ－ＣＰＩＣ
Ｈ（ｐｒｉｍａｒｙ　ｃｏｍｍｏｎ　ｐｉｌｏｔ　ｃｈａｎｎｅｌ）と同一のプライマリ
スクランブル符号を利用して伝送される。３ＧＰＰ　ＴＳ　２５．２１３：拡散及び変調
（ｓｐｒｅａｄｉｎｇ　ａｎｄ　ｍｏｄｕｌａｔｉｏｎ（ＦＤＤ））、Ｖ６．０．０（ｆ
ｔｐ：／／ｆｔｐ．３ｇｐｐ．ｏｒｇ／Ｓｐｅｃｓ／２００４－０３／Ｒｅｌ－６／２５
＿ｓｅｒｉｅｓ／２５２１３－６００．ｚｉｐ）に定義されているように、前記Ｐ－ＣＣ
ＰＣＨが利用する拡散符号は、常に固定された拡散因子２５６を有し、その番号は１であ
る。ＵＥは、ＵＥが読み取った隣接セルのシステム情報に関してネットワークから伝送さ
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れた情報により、又は、ＵＥ自身がＤＣＣＨチャネルで受信したメッセージにより、又は
、固定ＳＦ２５６及び拡散符号番号０を利用して伝送され、かつ固定されたパターンを伝
送するＰ－ＣＰＩＣＨを検索することにより、前記プライマリスクランブル符号について
認知する。
【００８８】
　前記システム情報には、隣接セル、ＲＡＣＨ、及びＦＡＣＨトランスポートチャネルの
設定及びＭＢＭＳサービスのための専用チャネルであるＭＩＣＨ及びＭＣＣＨの設定に関
する情報が含まれている。
【００８９】
　前記ＵＥは、セルを変更する度に（アイドル状態に）キャンプするか、（ＣＥＬＬ＿Ｆ
ＡＣＨ、ＣＥＬＬ＿ＰＣＨ、又はＵＲＡ＿ＰＣＨ状態で）任意のセルを選択すると、有効
なシステム情報を有しているか否かを検証する。前記システム情報は、ＳＩＢｓ（Ｓｙｓ
ｔｅｍ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋｓ）、ＭＩＢ（Ｍａｓｔｅｒ　Ｉｎｆｏｒ
ｍａｔｉｏｎ　Ｂｌｏｃｋ）、及びスケジューリングブロックに設定される。前記ＭＩＢ
は、非常に頻繁に伝送され、スケジューリングブロック及び異なるＳＩＢのタイミング情
報を提供する。バリュータグ（ｖａｌｕｅ　ｔａｇ）に関連するＳＩＢの場合、前記ＭＩ
Ｂは、一部のＳＩＢの最新バージョンに関する情報も含む。バリュータグに関連しないＳ
ＩＢは、満了タイマーと関連する。満了タイマーに関するＳＩＢは有効でなくなり、前記
ＳＩＢの最新読み取り時間が満了タイマー値より大きい場合、再読み取りされる必要があ
る。バリュータグに関するＳＩＢは、ＭＩＢでブロードキャストされたバリュータグと同
一のバリュータグを有する場合にのみ有効である。各ブロックは、前記ＳＩＢがどのセル
で有効であるかを明示する有効面積範囲（ａｒｅａ　ｓｃｏｐｅ　ｏｆ　ｖａｌｉｄｉｔ
ｙ）（Ｃｅｌｌ、ＰＬＭＮ（Ｐｕｂｌｉｃ　Ｌａｎｄ　Ｍｏｂｉｌｅ　Ｎｅｔｗｏｒｋ）
、又は同等（ｅｑｕｉｖａｌｅｎｔ）ＰＬＭＮ領域）を有する。面積範囲「Ｃｅｌｌ」を
有するＳＩＢは、ＳＩＢが読み取られたセルに対してのみ有効である。面積範囲「ＰＬＭ
Ｎ」を有するＳＩＢは、全てのＰＬＭＮで有効であり、面積範囲「同等（ｅｑｕｉｖａｌ
ｅｎｔ）ＰＬＭＮ」を有するＳＩＢは、全てのＰＬＭＮと同等ＰＬＭＮで有効である。
【００９０】
　一般に、ＵＥは、ＵＥ自身が選択したか、ＵＥ自身がキャンプオン（ｃａｍｐｉｎｇ　
ｏｎ）しているセルのアイドルモード、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態、ＣＥＬＬ＿ＰＣＨ状態
、又はＵＲＡ＿ＰＣＨ状態にあるときに前記システム情報を読み取る。前記システム情報
から、ＵＥは、同一周波数、異なる周波数、及び異なるＲＡＴ（Ｒａｄｉｏ　Ａｃｃｅｓ
ｓ　Ｔｅｃｈｎｏｌｏｇｉｅｓ）上での隣接セルに関する情報を得る。これにより、ＵＥ
は、どのセルがセル再選択のための候補セルであるかが分かる。
【００９１】
　前述したように、ＭＢＭＳデータは、２つのカテゴリー、すなわち、制御プレーン情報
及びユーザプレーン情報に分離できる。前記制御プレーン情報は、特に次の内容に関する
情報を含む。
【００９２】
　＊物理層設定
　＊トランスポートチャネル設定
　＊無線ベアラ設定
　＊提供中のサービス
　＊集計情報（ｃｏｕｎｔｉｎｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）
　＊スケジューリング情報
　ＵＥがこのような情報を受信できるように、ＭＢＭＳに対するＭＢＭＳベアラ固有制御
情報が伝送される。
【００９３】
　ＭＢＭＳベアラのユーザプレーンデータは、１つのＵＥにのみ伝送される１対１サービ
スの場合に専用トランスポートチャネルにマッピングされ、又は同時に複数のユーザに伝
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送される（もしくは、複数のユーザにより受信される）１対多サービスの場合に共有トラ
ンスポートチャネルにマッピングされる。
【００９４】
　１対１伝送は、ネットワークとＲＲＣ接続モードの１つのＵＥ間で専用制御／ユーザプ
レーン情報だけでなく、ＭＢＭＳ固有制御／ユーザプレーン情報を伝達するために利用さ
れる。これは、ＭＢＭＳのマルチキャストモードの場合にのみ利用される。ＣＥＬＬ＿Ｆ
ＡＣＨ又はＣＥＬＬ＿ＤＣＨ状態のＵＥの場合、ＤＴＣＨを利用して全ての従来のトラン
スポートチャネルへのマッピングを可能にする。
【００９５】
　１対多伝送（ＰｔＭ）は、ネットワークとＲＲＣ接続モード又はアイドルモードにある
複数のＵＥ間でＭＢＭＳ固有制御／ユーザプレーン情報を伝達するために利用される。こ
れは、ＭＢＭＳのブロードキャスト又はマルチキャストモードの場合に利用される。
【００９６】
　論理チャネルＭＣＣＨ（ＭＢＭＳ　ｐｏｉｎｔ－ｔｏ－ｍｕｌｔｉｐｏｉｎｔ　Ｃｏｎ
ｔｒｏｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ）は、ネットワークとＲＲＣ接続モード又はアイドルモードの
ＵＥ間の制御プレーン情報のＰｔＭダウンリンク伝送のために利用される。前記ＭＣＣＨ
上の制御プレーン情報は、ＭＢＭＳ固有のものであり、アクティブとなったＭＢＭＳサー
ビスを有するセル内のＵＥに伝送される。ＭＣＣＨは、ＣＥＬＬ＿ＦＡＣＨ状態のＵＥの
ＤＣＣＨを伝達するＳ－ＣＣＰＣＨ、又は独立Ｓ－ＣＣＰＣＨ、又はＭＴＣＨと同一のＳ
－ＣＣＰＣＨで伝送できる。
【００９７】
　ＭＣＣＨは、ＢＣＣＨに示すとおり、常にＳ－ＣＣＰＣＨ内の１つの特定ＦＡＣＨにマ
ッピングされる。ソフト結合（ｓｏｆｔ　ｃｏｍｂｉｎｉｎｇ）の場合、前記ＭＣＣＨは
、ＭＴＣＨとは異なるＳ－ＣＣＰＣＨ（ＴＤＤ（Ｔｉｍｅ　Ｄｉｖｉｓｉｏｎ　Ｄｕｐｌ
ｅｘｉｎｇ）内のＣＣＴｒＣＨ）にマッピングされる。ページング受信は、アイドルモー
ド及びＵＲＡ／ＣＥＬＬ＿ＰＣＨ状態のＵＥのためのＭＣＣＨ受信より優先的に行われる
。
【００９８】
　前記ＭＣＣＨの設定（修正周期、繰り返し周期など）は、ＢＣＣＨチャネルで伝送され
たシステム情報に設定されている。
【００９９】
　論理チャネルＭＴＣＨ（ＭＢＭＳ　ｐｏｉｎｔ－ｔｏ－ｍｕｌｔｉｐｏｉｎｔ　ｔｒａ
ｆｆｉｃ　ｃｈａｎｎｅｌ）は、ネットワークとＲＲＣ接続モード又はアイドルモードの
ＵＥ間のユーザプレーン情報のＰｔＭダウンリンク伝送のために利用される。前記ＭＴＣ
Ｈ上のユーザプレーン情報は、ＭＢＭＳサービス固有のものであり、アクティブとなった
ＭＢＭＳサービスを有するセル内のＵＥに伝送される。前記ＭＴＣＨは、ＭＣＣＨに示す
とおり、常にＳ－ＣＣＰＣＨ内の１つの特定ＦＡＣＨにマッピングされる。
【０１００】
　論理チャネルＭＳＣＨ（ＭＢＭＳ　ｐｏｉｎｔ－ｔｏ－ｍｕｌｔｉｐｏｉｎｔ　ｓｃｈ
ｅｄｕｌｉｎｇ　ｃｈａｎｎｅｌ）は、ネットワークとＲＲＣ接続モード又はアイドルモ
ードのＵＥ間のＭＢＭＳサービス伝送スケジュールのＰｔＭダウンリンク伝送のために利
用される。前記ＭＳＣＨ上の制御プレーン情報は、ＭＢＭＳサービス及びＳ－ＣＣＰＣＨ
固有のものであり、ＭＴＣＨを受信するセル内のＵＥに伝送される。１つのＭＳＣＨは、
ＭＴＣＨを伝送する各Ｓ－ＣＣＰＣＨで伝送される。
【０１０１】
　前記ＭＳＣＨは、ＭＣＣＨに示すとおり、Ｓ－ＣＣＰＣＨＳ内の１つの特定ＦＡＣＨに
マッピングされる。異なる誤差要求条件により、前記ＭＳＣＨは、ＭＴＣＨとは異なるＦ
ＡＣＨにマッピングされる。
【０１０２】
　ＦＡＣＨは、ＭＴＣＨ、ＭＳＣＨ、及びＭＣＣＨに対するトランスポートチャネルとし
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て利用される。Ｓ－ＣＣＰＣＨは、ＭＴＣＨ、ＭＣＣＨ、又はＭＳＣＨを伝送するＦＡＣ
Ｈに対する物理チャネルとして利用される。（それぞれＵＥ及びＵＴＲＡＮの観点から）
図６及び図７に示すように、ダウンリンクの場合、論理チャネルとトランスポートチャネ
ル間では次のような接続が存在する。ＭＣＣＨ、ＭＴＣＨ、及びＭＳＣＨは、ＦＡＣＨに
マッピングできる。
【０１０３】
　以下、第２層を介したデータフローを説明する。ＦＡＣＨにマッピングされるＭＣＣＨ
に対するデータフローは、不連続ＳＤＵ伝送をサポートできるＵＭ－ＲＬＣモードを利用
する。論理チャネルタイプ識別のためにＭＡＣヘッダを利用する。ＦＡＣＨにマッピング
されるＭＴＣＨに対するデータフローは、選択結合（ｓｅｌｅｃｔｉｖｅ　ｃｏｍｂｉｎ
ｉｎｇ）をサポートできるＵＭ－ＲＬＣモードを使用する。クイックリピート（ｑｕｉｃ
ｋ　ｒｅｐｅａｔ）は、ＲＬＣ－ＵＭで使用される。論理チャネルタイプ識別及びＭＢＭ
Ｓサービス識別のためにはＭＡＣヘッダが使用される。ＦＡＣＨにマッピングされるＭＳ
ＣＨに対するデータフローは、ＵＭ－ＲＬＣモードを使用し、論理チャネルタイプ識別の
ためにはＭＡＣヘッダが使用される。
【０１０４】
　ＭＢＭＳ通知のためにセル内でＭＢＭＳ通知インジケータチャネル（ＭＢＭＳ　Ｎｏｔ
ｉｆｉｃａｔｉｏｎ　Ｉｎｄｉｃａｔｏｒ　Ｃｈａｎｎｅｌ：ＭＩＣＨ）という新しいＭ
ＢＭＳ固有ＰＩＣＨを活用する。正確な符号化方式がステージ３物理層仕様書に定義され
ている。
【０１０５】
　ＭＣＣＨ情報は、決定されたスケジュール通り伝送される。このようなスケジュールに
より前記ＭＣＣＨ情報の開始を含むＴＴＩ（ｔｒａｎｓｍｉｓｓｉｏｎ　ｔｉｍｅ　ｉｎ
ｔｅｒｖａｌ、すなわち、複数のフレーム）が識別される。このような情報の伝送には可
変的な数のＴＴＩを必要とすることがあり、ＵＴＲＡＮは、連続的ＴＴＩでＭＣＣＨ情報
を伝送しなければならない。ＵＥは、次のような条件になるまでＳ－ＣＣＰＣＨを継続し
て受信する。
【０１０６】
　－　全てのＭＣＣＨ情報を受信するまで、
　－　ＭＣＣＨデータを含まないＴＴＩを受信するまで、又は
　－　情報内容がこれ以上の受信が要求されないことを示すまで（例えば、所望のサービ
ス情報への修正がなくなるまで）
　このような動作に基づいて、ＵＴＲＡＮは、信頼性向上のためにスケジュールによって
ＭＣＣＨ情報を繰り返し伝送できる。このようなＭＣＣＨスケジュールは、全てのサービ
スに共通する。
【０１０７】
　全体ＭＣＣＨ情報は、繰り返し周期で周期的に伝送される。修正周期は、前記繰り返し
周期の整数倍（ｉｎｔｅｇｅｒ　ｍｕｌｔｉｐｌｅ）に定義される。ＭＢＭＳ　ＡＣＣＥ
ＳＳ　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮは、接続情報周期に基づいて周期的に伝送される。このよ
うな周期は、前記繰り返し周期の整数分割（ｉｎｔｅｇｅｒ　ｄｉｖｉｄｅｒ）である。
このような繰り返し及び修正周期の値は、ＭＢＭＳが伝送されるセルのシステム情報内に
与えられる。
【０１０８】
　ＭＣＣＨ情報は、重要及び非重要情報に分類される。前記重要情報は、ＭＢＭＳ　ＮＥ
ＩＧＨＢＯＵＲＩＮＧ　ＣＥＬＬ　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ、ＭＢＭＳ　ＳＥＲＶＩＣＥ
　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ、及びＭＢＭＳ　ＲＡＤＩＯ　ＢＥＡＲＥＲ　ＩＮＦＯＲＭＡ
ＴＩＯＮに設定される。前記非重要情報は、ＭＢＭＳ　ＡＣＣＥＳＳ　ＩＮＦＯＲＭＡＴ
ＩＯＮに該当する。重要情報の変更は、修正周期の第１ＭＣＣＨ伝送時及び各修正周期の
初期にのみ適用される。ＵＴＲＡＮは、前記修正周期にＭＣＣＨ情報が修正されたＭＢＭ
Ｓサービス識別内容を含むＭＢＭＳ　ＣＨＡＮＧＥ　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮを伝送する
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。ＭＢＭＳ　ＣＨＡＮＧＥ　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮは、前記修正周期の各繰り返し周期
に少なくとも一回繰り返される。非重要情報への変更はいつでも発生し得る。
【０１０９】
　図８は、ＭＢＭＳ　ＳＥＲＶＩＣＥ　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮ及びＲＡＤＩＯ　ＢＥＡ
ＲＥＲ　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮが伝送されるスケジュールを示す図であり、異なるパタ
ーンは、異なるＭＣＣＨコンテンツを示す。
【０１１０】
　適用範囲を広くするために、異なるセル間に位置するＵＥは、同時に異なるセルから同
一のＭＢＭＳサービスを受信でき、受信された情報は、図９に示すように結合することが
できる。この場合、ＵＥは、特定アルゴリズムによってＵＥが選択した１つの制御セルか
らＭＣＣＨを読み取る。
【０１１１】
　前記図面において、前記選択されたセル（例えば、Ａ－Ｂ）からのＭＣＣＨを介して、
ＵＥは、ＵＥが関心を持つサービスに関する情報を受信する。このような情報は、前記制
御セル内の物理チャネル及びトランスポートチャネルの設定、ＲＬＣ設定、ＰＤＣＰ設定
などに関する情報、及びＵＥが受信できる隣接セル（例えば、セルＡ－Ａ、及びセルＢ）
に関する情報を含む。すなわち、前記情報は、ＵＥがセルＡ－Ａ、Ａ－Ｂ、及びセルＢに
おいて関心を持つサービスを伝送するＭＴＣＨを受信するためにＵＥを必要とすることを
示す。
【０１１２】
　同一のサービスが異なるセルから伝送される場合、ＵＥは、前記異なるセルから伝送さ
れたサービスを次のような異なるレベルで結合することができることもあり、できないこ
ともある。
【０１１３】
　結合不可能
　ＲＬＣレベルで選択的結合
　物理レベルでＬ１結合
　ＭＢＭＳ　ＰｔＭ伝送のための選択結合は、ＲＬＣ　ＰＤＵに番号を付けることにより
サポートされる。従って、ＵＥにおける選択結合は、ＭＢＭＳ　ＰｔＭ伝送ストリーム間
の非同期化（ｄｅ－ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ）がＵＥのＲＬＣ並び替え（ｒｅ－
ｏｒｄｅｒｉｎｇ）能力を超過しない場合、類似したＭＢＭＳ　ＲＢビットレートを提供
するセルから可能である。このように、ＵＥ側には、１つのＲＬＣエンティティが存在す
る。選択結合のために、ＣＲＮＣのセルグループ内でＰｔＭ伝送を活用するＭＢＭＳサー
ビス毎に１つのＲＬＣエンティティが存在する。前記セルグループ内の全てのセルは、同
一のＣＲＮＣの制御下にある。ＭＢＭＳセルグループに属する隣接セルにおけるＭＢＭＳ
伝送間に非同期化が発生した場合、ＣＲＮＣは、ＵＥがこのようなセル間で前記選択結合
を行うことができるようにする再同期化（ｒｅ－ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚａｔｉｏｎ）動作
を行う。
【０１１４】
　ＴＤＤの場合、Ｎｏｄｅ　Ｂが同期化するとき、選択結合及びソフト結合を利用できる
。ＦＤＤの場合、Ｎｏｄｅ　ＢがＵＥソフト結合受信ウィンドウ内で同期化するときにソ
フト結合を利用でき、ソフト結合されたＳ－ＣＣＰＣＨのデータフィールドは、ソフト結
合の実行中には同一である。
【０１１５】
　セル間で選択結合又はソフト結合ができる場合、ＵＴＲＡＮは、選択結合又はソフト結
合に利用できる隣接セルのＭＩＴＣＨ設定を含むＭＢＭＳ　ＮＥＩＧＨＢＯＵＲＩＮＧ　
ＣＥＬＬ　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮを伝送する。ソフト結合が部分的に適用される場合、
前記ＭＢＭＳ　ＮＥＩＧＨＢＯＵＲＩＮＧ　ＣＥＬＬ　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮは、ＵＥ
がサービングセル内で伝送されるＳ－ＣＣＰＣＨと隣接セル内で伝送されるＳ－ＣＣＰＣ
Ｈをソフト結合する瞬間を示すＬ１－結合スケジュールを含む。ＭＢＭＳ　ＮＥＩＧＨＢ
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ＯＵＲＩＮＧ　ＣＥＬＬ　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮにより、ＵＥは、隣接セルのＭＣＣＨ
を受信することなく、このような隣接セルから伝送されたＭＴＣＨを受信できる。
【０１１６】
　ＵＥは、閾値（例えば、測定されたＣＰＩＣＨ　Ｅｃ／Ｎｏ）に基づいて選択結合又は
ソフト結合に適した隣接セル及び前記隣接セルのＭＢＭＳ　ＮＥＩＧＨＢＯＵＲＩＮＧ　
ＣＥＬＬ　ＩＮＦＯＲＭＡＴＩＯＮの存在を判断する。
【０１１７】
　選択結合又はソフト結合の実行可能性がＵＥにシグナリングされる。
【０１１８】
　本発明は、制御セルを介して有効性情報を含むメッセージをＵＥに送信する方法を提案
する。前記ＵＥは、このような有効性情報を利用して前記制御セル及び隣接セルの物理チ
ャネルの設定情報に対する有効性タイミングを得ることができる。一方、セル及びネット
ワークにおいて利用される予め定義された設定有効性規則に準拠してＵＥが前記設定有効
性タイミングを得ることができる。
【０１１９】
　図１３は、隣接セルにおけるセッション開始を示す図であり、図１３において、サービ
スは、２つの隣接セルで同時に開始する。しかし、前記セルＡとＢ間に修正周期が整合さ
れていないので、ＮｏｄｅＢ　Ａで使用されるサービスＳの設定（設定Ｓ－Ａ）及びＮｏ
ｄｅＢ　Ｂで使用されるサービスＳの設定（設定Ｓ－Ｂ）は、同時にブロードキャストさ
れない。
【０１２０】
　制御セルがＮｏｄｅＢ　Ａの場合、ＮｏｄｅＢ　ＢのＭＴＣＨ設定がいつ有効になるか
を通知する方法がない。修正周期１Ａで前記設定Ｓ－Ｂを示すことは、ＵＥがまだ設定さ
れていないチャネルをリッスンできないので不可能であり、これにより受信も不可能とな
る。ＮｏｄｅＢ　ＢにおけるサービスＳの設定伝送は、ＮｏｄｅＢ　Ｂの設定がＮｏｄｅ
Ｂ　ＡのＭＣＣＨをリッスンするＵＥにより受信される修正周期２Ａまで遅延される。こ
れにより、平均的に半修正周期（ｈａｌｆ　ａ　ｍｏｄｉｆｉｃｉａｔｉｏｎ　ｐｅｒｉ
ｏｄ）だけ伝送開始が遅延される。
【０１２１】
　異なるＮｏｄｅＢを介して伝送されるサービスを再設定する場合、ＵＥがセルに進入す
るという問題とともに、セッション開始の場合と同一の問題が存在する。すなわち、新し
い設定を最初にブロードキャストするセルに進入するＵＥは進行中のセッションを受信す
ることができない。
【０１２２】
　また、ＵＥがキャンプオンしているセル及び隣接セルで提供中のサービスを予め受信し
ているＵＥには、周知のシグナリングが問題となる。ＮｏｄｅＢ　Ａ及びＮｏｄｅＢ　Ｂ
の修正周期が整合されていない場合、このようなシグナリングは、ある瞬間に現在のＮｏ
ｄｅＢ　Ａによる隣接ＮｏｄｅＢ　Ｂの正確なＭＴＣＨ設定を示すことができない。
【０１２３】
　ある瞬間に隣接セルのＭＴＣＨに対する正確な設定を判断することも問題となる。同期
化を維持する必要がある場合、修正周期のオフセットを変更するためにシステム情報をア
ップデートする解決策を導くことができる。この過程は、負担のかかる過程であり、セル
内の全てのＵＥをウェイクアップさせて前記システム情報を再読み取りすることを意味す
る。
【０１２４】
　図１４は、隣接セルの再設定に対する第１ケースの例を示す。設定Ｓ－Ａ２は、Ｎｏｄ
ｅＢ　Ａ上における修正周期１Ａに伝送される（前記設定は、制御セルＮｏｄｅＢ　Ａで
変更されるからである）。前記隣接セルの場合、設定Ｓ－Ｂ１は、修正周期１Ａ中にＮｏ
ｄｅＢ　ＡのＭＣＣＨにより伝送される。この場合、ＵＥは、前記サービスＳの設定が次
の修正周期中には変更されないとみなす。
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【０１２５】
　さらなる情報がない場合、前記ＮｏｄｅＢ　Ｂ及びＮｏｄｅＢ　Ａの修正周期が整合さ
れておらず、また、修正周期の境界で変更が発生する可能性があるので、ＵＥは誤った設
定を利用する。
【０１２６】
　図１５は、隣接セルの再設定に対する他のケースの例を示す。設定Ｓ－Ａ２は、Ｎｏｄ
ｅＢ　Ａにおける修正周期１Ａに伝送される（前記設定は、制御セルで変更されるからで
ある）。前記隣接セルの場合、設定Ｓ－Ｂ２は、ＮｏｄｅＢ　Ａの修正周期２Ａ中に伝送
される。この場合、ＵＥは、ＭＴＣＨの設定が次の修正周期中に変更されるとみなす。
【０１２７】
　さらなる情報がない場合、前記ＮｏｄｅＢ　Ｂの修正周期が整合されておらず、さらに
、修正周期の境界で変更が発生する可能性があるので、ＵＥは、図１５に示す時間の間誤
った設定を利用する。
【０１２８】
　隣接セルからＭＢＭＳサービスを受信するユーザ装置のためのサービス再設定タイミン
グの問題を解決するために、本発明は、次のような方式で無線通信システムにおいて１対
多サービスデータを伝送する物理チャネルの有効性を制御セル及び隣接セルにより示す方
法を提示する。前記チャネルそれぞれに関する設定情報を含むメッセージを前記制御セル
で生成する。このようなメッセージは、ＵＥが各チャネル設定の有効性タイミングを得る
ために利用できる有効性情報を含む。前記メッセージは、後にＵＥに送信される。
【０１２９】
　前記情報により、ＵＥは、前記隣接セルから伝送される所定サービスに対する設定有効
性タイミングを得ることができる。前記隣接セルが伝送する前記サービスの正しい設定は
、限られたオフセットとともにＵＥにより利用される。
【０１３０】
　前記有効性タイミング情報は、ＭＢＭＳサービスを伝送するＳ－ＣＣＰＣＨのような物
理チャネルの設定が現在の修正周期中に有効であるかもしくはそれより長い期間で有効で
あるか、所定アクティブ化時間以後も有効であるか、又は所定アクティブ化時間まで有効
であるかを示す。従って、前記隣接セルの１つから無効な物理チャネル設定を利用しよう
とする移動端末の問題を克服する。このように、前記有効性タイミングは、タイミング指
示（ｔｉｍｉｎｇ　ｉｎｄｉｃａｔｉｏｎ）ともいう。
【０１３１】
　すなわち、本発明は、１対多サービスを受信する方法を提供するが、前記方法は、現在
の周期中に１対多サービス関連制御メッセージを受信する段階と、タイミング指示が前記
受信された制御メッセージに存在するか否かを判断する段階と、タイミング情報が存在し
ない場合、前記受信された制御メッセージに含まれている設定実行のための情報を利用し
て次の週期に１対多サービスデータを受信するための物理チャネルの設定を行い、タイミ
ング指示が存在する場合、前記受信された制御メッセージに含まれている設定実行のため
の情報を利用して前記タイミング指示によって１対多サービスデータを受信するための物
理チャネルの設定を行う段階と、を含む。
【０１３２】
　また、本発明は、１対多サービス提供方法を提供し、前記方法は、前記物理チャネルの
設定を行うための情報を含み、かつタイミング指示を選択的に含む１対多サービス関連制
御メッセージを物理チャネルの有効性に基づいて生成する段階と、前記制御メッセージを
現在の周期中に伝送し、移動端末が前記タイミング指示によって次の週期に前記物理チャ
ネルの設定を行うようにする段階と、前記設定された物理チャネルで前記移動端末に１対
多サービスデータを伝送する段階とを含む。
【０１３３】
　ここで、前記タイミング指示は、１対多無線ベアラ再設定が行われるフレームの開始を
示すシステムフレームナンバー（ＳＦＮ）を含む。また、前記タイミング指示は、１対多
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無線ベアラ再設定が行われるフレームの開始を示すＳＦＮの最下位ビット（ｌｅａｓｔ　
ｓｉｇｎｉｆｉｃａｎｔ　ｂｉｔ：ＬＳＢ）を含む。又は、前記タイミング指示は、１対
多無線ベアラ再設定が行われるフレームの開始を示す現在の周期が終了した後のフレーム
又は伝送時間間隔（ＴＴＩ）の数を含む。
【０１３４】
　あるいは、前記タイミング指示は、マルチメディアブロードキャストマルチキャストサ
ービス（ＭＢＭＳ）１対多（ｐ－ｔ－ｍ）アクティブ化時間である。前記ＭＢＭＳ　ｐ－
ｔ－ｍアクティブ化時間は、前記ＳＦＮの１１個の最下位ビット（ＬＳＢ）から構成され
た情報要素（ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　ｅｌｅｍｅｎｔ：ＩＥ）である。ここで、前記Ｍ
ＢＭＳ　ｐ－ｔ－ｍアクティブ化時間は、前記示されたＳＦＮ値に該当する１０ｍｓフレ
ームの開始及び前記ＩＥが伝送されたセルのプライマリＣＣＰＣＨの開始を示す。また、
前記ＭＢＭＳ　ｐ－ｔ－ｍアクティブ化時間の範囲は、前記時間が伝送されるＭＣＣＨ修
正周期が始まった後、１０ｍｓから次のＭＣＣＨ修正周期が終了するまでである。ＵＥは
、この範囲を外れた値は満了したものとみなす。
【０１３５】
　本発明の方法において、前記段階は、現在のセル及び少なくとも１つの隣接セルからの
データを結合するときに行われる。前記データを結合する段階は、選択結合及びソフト結
合により行われる。前記段階は、１対多サービスが前記現在のセルで開始する場合に行わ
れる。前記段階は、前記現在のセルで１対多サービスの再設定が発生した場合に行われる
。前記段階は、隣接セルでセッション開始が発生した場合に行われる。前記段階は、隣接
セルで再設定が発生した場合に行われる。前記現在の周期及び次の週期は、修正周期であ
る。各修正周期の開始は、１対多サービスに関する制御情報に修正されることを示す。各
修正周期中に、前記１対多サービスに関する制御情報が繰り返し受信される。前記制御メ
ッセージは、１対多制御チャネルで受信される。記物理チャネルは、Ｓ－ＣＣＰＣＨ（Ｓ
ｅｃｏｎｄａｒｙ　Ｃｏｍｍｏｎ　Ｃｏｎｔｒｏｌ　Ｐｈｙｓｉｃａｌ　Ｃｈａｎｎｅｌ
）である。
【０１３６】
　好ましくは、隣接セルに対して現在有効な設定が伝送され、前記有効性情報は、前記設
定が現在の修正周期中に有効であるということを移動端末に通知する。従って、前記有効
性情報が現在の修正周期中に受信されると、前記移動端末は、前記Ｓ－ＣＣＰＣＨ設定が
該当ＭＴＣＨ上で現在有効であり、前記設定情報を読み取るときに使用されるということ
が分かる。又は、前記有効性情報は、隣接セルに関する前記設定情報が所定アクティブ化
時間後又は所定アクティブ化時間まで有効であることを前記移動端末に通知する。従って
、前記有効性情報を読み取ると、前記移動端末は、該当設定情報を利用してどれくらいの
期間前記ＭＴＣＨを受信するかを正確に分かる。
【０１３７】
　また、設定が修正された場合、２つの設定、すなわち、現在有効な設定及び再設定後に
利用される次の有効な設定が、同一の修正周期中に所定サービス及び該当セルに対して伝
送できる。フラグは、現在有効な設定及び有効となる設定を示す。
【０１３８】
　このような設定有効性タイミング情報は、前記設定が受信される修正周期の開始又は終
了とリンクできる。前記有効性タイミング情報は、制御セルの修正周期とリンクされるか
、又は、隣接セルからリンクされる。正しい修正周期は、予め設定された規則に基づいて
前記有効性情報からＵＥにより得られるか、制御セルのＭＣＣＨでのＲＮＣによりＵＥへ
の追加伝送により得られる。
【０１３９】
　前記有効性タイミングを得るための情報は、前記設定有効性が開始する所定修正周期の
指示でもよい。前記情報は、オフセット、例えば、フレーム又はＴＴＩ数を定義するナン
バーを含むこともできる。前記設定有効性は、前記定義された修正周期が始まった後、前
記オフセットタイミングに開始する。
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【０１４０】
　前記設定の有効性タイミングが得られる情報は、前記設定が有効となり始めるＳＦＮタ
イミングに対するリファレンスでもよい。所定セルにより生成された前記メッセージは、
各隣接セルのＳＦＮタイミングに対する有効性リファレンスを含む。前記情報は、所定セ
ルのＳＦＮタイミングの最下位ビットの一部を含み、これにより、前記有効性タイミング
は、前記ＳＦＮタイミングの中間部分から開始する。
【０１４１】
　有効性タイミング情報は、前記制御セルのＭＣＣＨ論理チャネル上で伝達される。有効
性タイミング情報は、前記ＭＣＣＨ論理チャネルで伝送されるＭＢＭＳ修正サービス情報
（ＭＢＭＳ　Ｍｏｄｉｆｉｅｄ　ｓｅｒｖｉｃｅｓ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ：ＭＭＳＩ
）メッセージ（以下、「ＭＭＳＩメッセージ」という）又はＭＢＭＳ未修正サービス情報
（ＭＢＭＳ　Ｕｎｍｏｄｉｆｉｅｄ　ｓｅｒｖｉｃｅｓ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ：ＭＵ
ＳＩ）メッセージ（以下、「ＭＵＳＩメッセージ」という）などの制御メッセージに含ま
れる。
【０１４２】
　あるいは、特定シグナリングがＵＥに伝送され、ＭＵＳＩメッセージに前記サービスが
含まれている場合に以前の修正周期で再設定がなかったことを示す情報を前記ＵＥに提供
することができる。この場合、隣接セルのＭＴＣＨの次のフレームやＴＴＩが開始すると
き、現在の修正周期中に受信されている設定は直ちに利用される。
【０１４３】
　前記サービスがＭＭＳＩメッセージに含まれている場合、関連セルに対して現在有効な
設定を伝送し、前記隣接セルに進入したばかりのＵＥがこの有効な設定を直ちに利用して
前記セルにより提供されるサービスの受信を開始すると決定できる。このような受信開始
は、前記隣接セルのＭＴＣＨの次のフレームやＴＴＩの開始と同期化できる。
【０１４４】
　各隣接セルのＳ－ＣＣＰＣＨに関する情報も提供できる。この情報は、前記設定が変更
されているか否かを示す。前記情報は、各サービス及び／又は各隣接セルに関して詳細に
示す。
【０１４５】
　ＭＢＭＳ制御メッセージは、次のような場合に利用される。
【０１４６】
　ＭＭＳＩメッセージが、新しいサービス設定が有効となり始めるタイミングを定義する
ＭＢＭＳ　ＰｔＭアクティブ化時間という要素を含む。
【０１４７】
　制御セルの場合、ＵＥは、ＭＭＳＩメッセージ受信の修正周期中に前記ＭＭＳＩメッセ
ージを読み取り、所定サービスが前記メッセージに含まれているか否かを判断する。前記
サービスが前記ＭＭＳＩメッセージに含まれていると、ＭＣＣＨでの本サービスにブロー
ドキャストされた制御セルの該当設定は、単に次の修正周期の開始に利用される。ＵＥは
、次の修正周期の開始まで以前に受信した設定を利用する。また、ＵＥは、ＭＵＳＩメッ
セージの受信の修正周期中に前記ＭＵＳＩメッセージを読み取る。前記サービスが前記Ｍ
ＵＳＩメッセージに含まれている場合、該当設定は、有効であるとみなされ、ＵＥは、必
要な全ての情報を受信すると直ちに制御セルＭＴＣＨ受信を開始する。
【０１４８】
　その後、ＵＥが移動するか、ＵＥが再設定中のセルでスイッチオンされた状況において
、以前に前記設定が受信されていない場合、前記サービスが前記ＭＭＳＩメッセージに含
まれていると、ＵＥは前記制御セルにおけるサービス受信を開始しない。
【０１４９】
　このような問題を解決するために、現在有効な設定が現在有効な状態として伝送及びフ
ラグすることができる。前記現在有効な設定は、前記制御セルサービス受信のために直ち
に利用される。
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【０１５０】
　隣接セルにおける変更によりサービスが前記ＭＭＳＩメッセージに含まれる場合、前記
サービスが制御セルで修正されないと、ＵＥは、前記制御セル設定が有効であるというこ
とを示す情報を読み取り、直ちに前記制御セルに対する設定を利用できる。前記情報は、
各有効な設定又は修正された設定を示すインジケータであり、前記制御セルのメッセージ
レベル又はＳ－ＣＣＰＣＨレベルで挿入される。これは、特に、ＭＢＭＳ　ＭＡＣ識別内
容（ｉｄｅｎｔｉｆｉｃａｔｉｏｎ）のみが変更される場合に有用である。
【０１５１】
　どのような設定が修正周期の開始時に有効であるかを判断するためにＵＥが予め定義さ
れた規則を利用する場合、例外として、設定を修正するか否かを判断するために、前記受
信される有効性情報の順序を考慮することができる。従って、有効な設定周期は、所定の
場合において、次の修正周期の開始を待機する前にＵＥにより利用される。例えば、ＭＵ
ＳＩ以後に伝送される任意の設定は、前記サービスが変更されないとみなし、前記設定が
読み取られる瞬間に有効であるとみなす。また、ＵＥは、前記サービスがＭＭＳＩメッセ
ージに修正されたサービスとして含まれていても前記設定を直ちに利用する。
【０１５２】
　図１６は、例外の規則が適用される連続的ＭＣＣＨメッセージを示す図である。例えば
、メッセージ１６４は、隣接セルに対するサービス（Ｓ－Ｔ－Ｕ）の設定を定義する。こ
のメッセージは、ＭＵＳＩメッセージ１６３の次のメッセージである。従って、前記メッ
セージ１６４に示す全ての設定は、制御セルに対するサービスの設定がＭＭＳＩメッセー
ジ１６１以後のメッセージ１６２に与えられていても隣接セルに対して直ちに有効となる
。
【０１５３】
　図１７は、制御セルにおけるサービス開始を示す図である。ＵＥに提供される有効性情
報は、ＴＴＩの数、フレーム数、又は前記制御セル修正周期が開始するときからオフセッ
トを規定するＳＦＮリファレンスを定義する。ＭＴＣＨ上のサービスＳ及びＴは、前記サ
ービス設定情報が受信された修正周期が終了した後の時間オフセットで所定設定から開始
する。このような情報は、ＰｔＭベアラの伝送が開始するサービスに関する情報又はシス
テム情報に関する一般的な情報と同一の修正周期にＭＣＣＨで提供される。
【０１５４】
　あるいは、前記有効性情報は、Ｎｏｄｅ　Ａ上のサービス設定が予め現在の修正周期中
に有効であるか否かを示す。
【０１５５】
　図１８は、制御セルサービス再設定を示す図である。修正周期２Ａで、サービスＳは、
変更されたサービスとして示され（このサービスは、例えば、ＭＭＳＩメッセージに含ま
れる）、新しい設定Ｓ２が伝送される（例えば、ＭＢＭＳ制御セルＰｔＭ　Ｒｂ情報、Ｍ
ＢＭＳ一般情報、又はＭＢＭＳ　ＰｔＭ　Ｒｂ情報メッセージのうちの１つにより伝送さ
れる）。ＵＥが誤ったタイミングに前記設定Ｓ２を使用することを防止するために、有効
性情報は、前記設定Ｓ２が次の修正周期から開始しないと利用できないことを示す。ＵＥ
が前記設定Ｓ２を受信する前に設定Ｓ１を有する場合、前記有効性情報は、ＵＥが現在の
修正周期が終了するまで前記設定Ｓ１を利用しなければならないことを示す。また、設定
Ｓ１は、修正周期２Ａ中に伝送され、制御セルに進入するＵＥが次の修正周期が開始する
ことを待機せずに直ちに前記設定を利用できる。それぞれのタグは、現在有効な設定（未
変更の設定）及び次の有効な設定（変更された設定）を示す。
【０１５６】
　隣接セルの場合、次の解決策が提示される。
【０１５７】
　図１４に示すように、サービスが修正周期１Ａ中にＭＭＳＩメッセージに含まれている
場合、ＵＥは、ＭＭＳＩメッセージが受信された前記修正周期後に第２修正周期３Ａ内で
のみ隣接セルに対して修正された設定を利用する。ＵＥは、前記修正周期１Ａが終了する
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までＮｏｄｅＢ　Ｂ上での伝送のために以前に受信された設定を利用する。ＵＥは、前記
修正周期２Ａ中にＮｏｄｅＢ　Ｂを介した受信を中断し、前記周期中のＮｏｄｅＢ　Ｂ設
定エラーを防止する。前記サービス設定が修正周期２Ａ中にＭＵＳＩメッセージに含まれ
ている場合、前記隣接セルに対する設定は、以前に再設定があったかも知れないので、次
の修正周期３Ａが開始してから有効であるとみなされる。
【０１５８】
　他の解決策として、ＮｏｄｅＢ　ＢのＭＣＣＨの修正周期をＮｏｄｅＢ　ＡのＭＣＣＨ
でブロードキャストしてＵＥがＮｏｄｅＢ　Ｂの修正周期の境界でのＮｏｄｅＢ　Ｂ　Ｍ
ＴＣＨ設定変更を利用できるようにする方法がある。サービスが図１５の修正周期１中に
ＭＭＳＩメッセージに含まれている場合、ＵＥは、新しい設定が受信されたＮｏｄｅＢ　
Ａにおける修正周期が終了した後（１Ａ）、ＮｏｄｅＢ　Ｂ上の修正周期が開始すると（
２Ｂ）、隣接セルに関する新しい設定を利用する。前記サービス設定が修正周期２Ａ中に
ＭＵＳＩメッセージに含まれている場合、前記隣接セルサービス設定は、以前に再設定が
あったかの知れないので、この設定がＮｏｄｅＢ　Ａで受信された修正周期２Ａ中にＮｏ
ｄｅＢ　Ｂにおける修正周期が開始してから（２Ｂ）有効であるとみなされる。
【０１５９】
　再設定された各隣接セルの場合、前記情報は、制御セルや隣接セルに関するＳＦＮを示
し、前記ＳＦＮから前記隣接セル再設定が有効となるか、又は、前記ＳＦＮまで隣接セル
再設定が有効となる。従って、設定の有効性の開始と終了が非常に正確に考慮される。
【０１６０】
　サービスが修正周期（例えば、図１５の２Ａ）中にＭＵＳＩメッセージに含まれている
場合、追加情報をＵＥに伝送して以前の修正周期には再設定が全くなかったことを通知す
ることにより、ＵＥが前記サービス設定を直ちに使用できるようにする。
【０１６１】
　サービスがＭＭＳＩメッセージに含まれている場合、現在有効な設定がＵＥに伝送でき
る。これにより、ＵＥは、ＵＥが該当セルに進入する場合、前記設定とともに前記サービ
スの受信を開始する。
【０１６２】
　前記有効性情報は、各隣接セル及び／又はサービスに関する設定情報変更インジケータ
も含むことができる。
【０１６３】
　設定が修正されたか否かを判断するために、前記受信された有効性情報の順序も考慮さ
れる。例えば、ＭＵＳＩメッセージに含まれる設定は、前記サービスに対して修正されて
いないとみなされる。また、ＭＵＳＩメッセージに含まれる設定は、前記設定を読み取る
とき、ＮｏｄｅＢ　Ｂにおける前記読み取られた修正周期が終了した後にＮｏｄｅＢ　Ｂ
の次の修正周期が開始するとき、又はＮｏｄｅＢ　Ａにおける第２修正周期から、有効で
あるとみなされる。
【０１６４】
　ＰｔＭ伝送のための所定サービスにより使用される設定情報は、特に次の設定と関連が
ある。
【０１６５】
　－　Ｓ－ＣＣＰＣＨ設定
　－　トランスポートチャネル設定
　－　ＭＡＣ設定
　－　ＰＤＣＰ設定
　－　ＲＬＣ設定
　本発明は、１対多サービスを受信する方法を提供するが、前記方法は、ネットワークか
ら１対多サービスデータを伝送する物理チャネルの有効性を示す情報を受信する段階と、
前記受信された情報に基づいて前記物理チャネルを設定するための適切なタイミングを決
定する段階と、前記決定されたタイミング及び設定の少なくとも１つによって前記物理チ
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ャネルを設定する段階と、前記設定された物理チャネルで前記１対多サービスデータを受
信する段階とを含む。
【０１６６】
　前記適切なタイミングは、タイミング指示に関連する。前記タイミング指示が前記情報
に含まれている場合、前記タイミング指示によって１対多サービスデータを受信するため
の物理チャネルの設定を行い、前記設定を行うための情報は、前記受信された制御メッセ
ージに含まれている。前記タイミング指示が前記情報に含まれていない場合、次の週期に
１対多サービスデータを受信するための前記物理チャネルの設定を行い、前記設定を行う
ための情報は、前記受信された制御メッセージに含まれている。前記設定が未修正のサー
ビスに関するものである場合、１対多サービスを受信するための前記物理チャネルの設定
を直ちに行う。
【０１６７】
　また、本発明は、１対多サービス提供方法を提供し、前記方法は、１対多サービスデー
タを伝送する物理チャネルの有効性を判断する段階と、移動端末に前記判断された物理チ
ャネルの有効性を示す情報を伝送する段階と、前記伝送された情報から得られた適切なタ
イミングに前記移動端末と設定された前記物理チャネルで前記１対多サービスデータを前
記移動端末に伝送する段階とを含む。
【０１６８】
　前記適切なタイミングは、タイミング指示に関連する。前記タイミング指示が前記情報
に含まれている場合、前記タイミング指示によって１対多サービスデータを受信するため
の前記物理チャネルの設定を行い、前記設定を行うための情報は、前記受信された制御メ
ッセージに含まれている。前記タイミング指示が前記情報に含まれていない場合、次の週
期に１対多サービスデータを受信するための前記物理チャネルの設定を行い、前記設定を
行うための情報は、前記受信された制御メッセージに含まれている。
【０１６９】
　前述された多様な特徴を実行するために、本発明は、様々なタイプのハードウェア及び
／又はソフトウェア構成要素（モジュール）を採択できる。例えば、それぞれのハードウ
ェアモジュールは、前記方法の段階を行うために必要な多様な回路と構成要素を含む。ま
た、それぞれのソフトウェアモジュール（プロセッサ及び／又は他のハードウェアにより
行われる）は、本発明の方法の段階を行うために必要な多様なコードとプロトコルを含む
。
【０１７０】
　本明細書は、本発明の多様な実施形態を示す。請求の範囲は、本明細書に記載の実施形
態の多様な変形及び同等な修正を含む。従って、請求項は、ここに記載された本発明の精
神及び範囲内の変更、同等な構造及び特性を含むように広範囲に解釈されるべきである。
【図面の簡単な説明】
【０１７１】
　発明の理解を容易にするために添付され、本明細書の一部を構成する図面は、発明の多
様な実施形態を示し、明細書と共に発明の原理を説明するためのものである。
【図１】一般的なＵＭＴＳネットワーク構造を示すブロック図である。
【図２】３ＧＰＰ無線接続ネットワーク標準に準拠した端末とＵＴＲＡＮ間の無線インタ
フェースプロトコルの構造を示す図である。
【図３】移動端末における論理チャネルのトランスポートチャネルへのマッピングを示す
図である。
【図４】ネットワークにおける論理チャネルのトランスポートチャネルへのマッピングを
示す図である。
【図５】ＵＥにおける状態及びモード移行の例を示す図である。
【図６】移動端末におけるＭＢＭＳ論理チャネルのＦＡＣＨトランスポートチャネルへの
マッピングを示す図である。
【図７】ネットワークにおけるＭＢＭＳ論理チャネルのＦＡＣＨトランスポートチャネル
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へのマッピングを示す図である。
【図８】ＭＢＭＳ修正サービス情報及びＭＣＣＨで伝送された残りの情報が伝送されるス
ケジュールを示す図である。
【図９】複数のセルからＭＢＭＳを受信するＵＥを示す図である。
【図１０】従来の制御セルにおけるサービス開始を示す図である。
【図１１】従来の制御セルにおけるＰｔＭ再設定を示す図である。
【図１２】ブランク（ｂｌａｎｋ）ＴＴＩ挿入による隣接セルのＭＴＣＨ再同期化を示す
図である。
【図１３】隣接セルにおけるサービスセッション開始を示す図である。
【図１４】隣接セルにおける設定変更の例を示す図である。
【図１５】隣接セルにおける設定変更の例を示す図である。
【図１６】連続的ＭＢＭＳ制御メッセージ及び予め定義された規則によるＵＥのメッセー
ジ解釈を示す図である。
【図１７】制御セルにおける修正周期に関するオフセットを利用したセッション開始を示
す図である。
【図１８】制御セルにおけるサービス再設定を示す図である。

【図１】

【図２】

【図３】

【図４】
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